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(57)【要約】
のちの植物パフォーマンスを改善するために、ＵＶ－Ｂ
に富化された光を植物材料に照射することに関連する方
法と組成物が本明細書で提供される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法であって、
　前記方法は：
処理レジメンに植物材料を晒す工程であって、処理レジメンが、２８０ｎｍ－２９５ｎｍ
の範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化された光、および、植物材料からの処理距離、
ならびに、約３０ｍｍ－約１２０ｍｍの範囲の光源、１秒あたり約４０－６０ｍｍの範囲
の移動光源の速度、約９０～約２８０秒の範囲の光源タイミングサイクル、１日当たり約
３８０－約５００のサイクルの範囲での１日当たりのサイクル数、約１５－約４０ｕｍｏ
ｌ　ｃｍ－２ｓ－１の範囲のＵＶ波長の放射照度、約４４０ｎｍ－約４６０ｎｍの青い光
の波長、約３０－約１５０ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の青い光の放射照度、約６４０ｎｍ－
約６８０ｎｍの範囲の赤い光の波長、約６０～約３００ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の範囲の
赤い光の放射照度、および約５－約２０日の範囲の処理レジメンの日数の少なくとも１つ
を含む、工程を含む、方法。
【請求項２】
　少なくとも１つのＵＶ波長は、２８２ｎｍ、２８５ｎｍ、２８７ｎｍ、２９１ｎｍ、お
よび２９２ｎｍの少なくとも１つでピークに達している、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　植物材料は匍匐茎、種子、苗、および植物の少なくとも１つである、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　作物植物はバラ科の植物に由来する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　バラ科の植物はイチゴ属である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果
物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生
重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子
発芽速度からなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、開花する部分の増加、および、
改善されたブリックス含有量の少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　改善された収量は少なくとも５％改善される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法であって、
　前記方法は：
　果物が収穫される少なくとも７週間前に、２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少な
くとも１つのＵＶ波長に富化した光を、植物材料に照射する工程を含む、方法。
【請求項１１】
　光は２８０ｎｍおよび２９０ｎｍの少なくとも１つのＵＶ波長に富化される、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　光は青い光と赤い光の少なくとも１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　光は、少なくとも１日と少なくとも１４日の少なくとも１つの期間にわたって処理レジ
メンを使用して照射される、請求項１０に記載の方法。
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【請求項１４】
　光は約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１５】
　光は一日あたり合計で約１０時間照射される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　植物材料はバラ科の植物に由来する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　バラ科の植物はイチゴ属である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　植物材料は果実植物由来である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１９】
　植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する、請求項１０に記
載の方法。
【請求項２０】
　植物材料は、匍匐茎、種子、苗、および植物の少なくとも１つである、請求項１０に記
載の方法。
【請求項２１】
　改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果
物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生
重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子
発芽速度からなる群から選択される、請求項１０に記載の方法。
【請求項２２】
　改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、開花する部分の増加、および、
改善されたブリックス含有量の少なくとも１つである、請求項１０に記載の方法。
【請求項２３】
　果物生重量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改善される、請求項
２２に記載の方法。
【請求項２４】
　収穫された果物の数は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも１０％改善され
る、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　収量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改善される、請求項２２に
記載の方法。
【請求項２６】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法であって、
　前記方法は：
　（ａ）２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化にした
光を、植物材料に照射する工程；および、
　（ｂ）未処理の畑について予想される数の果物よりも増加した数の果物を採取する工程
を含む、方法。
【請求項２７】
　光は２８０ｎｍおよび２９０ｎｍの少なくとも１つのＵＶ波長に富化される、請求項２
６に記載の方法。
【請求項２８】
　光は青い光と赤い光の少なくとも１つを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　光は、少なくとも１日と少なくとも１４日の少なくとも１つの期間にわたって処理レジ
メンを使用して照射される、請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
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　光は約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される、請求項２６に記載の方法
。
【請求項３１】
　光は一日あたり合計で約１０時間照射される、請求項２６に記載の方法。
【請求項３２】
　植物材料はバラ科の植物に由来する、請求項２６に記載の方法。
【請求項３３】
　バラ科の植物はイチゴ属である、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　植物材料は果実植物由来である、請求項２６に記載の方法。
【請求項３５】
　植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する、請求項２６に記
載の方法。
【請求項３６】
　増加した果物の数は少なくとも５％増加する、請求項２６に記載の方法。
【請求項３７】
　未処理の畑について予想される果物の数は、成長領域の全国平均と過去の平均の少なく
とも１つによって決定される、請求項２６に記載の方法。
【請求項３８】
　未処理の畑は、隣接する畑およびほぼ同じサイズの畑の少なくとも１つを含む、請求項
２６に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本出願は、２０１７年６月２９日に出願された米国仮特許出願第６２／５２６，９２２
号の利益を主張するものであり、これは全体として引用によって本明細書に組み込まれる
。
【背景技術】
【０００２】
　過去には、作物の収量および品質を改善する方法は、肥料、農薬、および他の化学物質
、または有益な特性を選択するための遺伝子育種プログラムに典型的に依存していた。代
わりに、作物成長中の温度あるいは潅漑などの環境要因の入念であるが高価な操作あるい
は制御は、作物の成果を改善しようとする努力に依存していた。
【０００３】
　こうしたアプローチはしばしば収量を増加させるが、欠点がないわけではない。肥料や
化学製品は、不適切に使用されると、環境汚染または健康リスクに結びつきかねない。適
切な使用にはしばしば、作物に使う莫大な費用と時間がかかる。
【０００４】
　遺伝育種は作物改良の観点から多くの利点を備えるが、往々にして速度の遅いプロセス
であり、不確かな表現型の結果が悩みの種である。例えば、１つの商業上重要な特性は改
善され得るが（耐病性など）、味または色などの別の特性に対する有害な作用といった犠
牲を払うこともある。
【０００５】
　最終的に、収穫前に生育条件を慎重に管理することは確かに重要である。それでも、耐
寒植物（ｈａｒｄｙｐｌａｎｔｓ）はしばしば、生育条件をこのように管理しても、室外
環境のストレスが原因で死滅し、これは生産の純損失につながる。
【０００６】
　歴史上、ＵＶ放射は植物の苗木に対して有害な処理であると考えられてきた。なぜなら
、ＵＶ放射は、苗木を光損傷に晒すことで植物にストレスを与え、不適切な発育反応を引
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き起こすと考えられていたからである。しかし、最近になって、防御／保護機構を改善す
るために、紫外線（ＵＶ）照射および可視光による植物の処理に研究が集中してきている
。
【０００７】
　非特許文献１によれば、ＵＶ－Ｂ、ＵＶ－Ａ、および可視光を含む、フィルタにかけら
れた自然の太陽光にレタス苗を晒すことがストレス耐性の改善につながるが、代償として
バイオマス蓄積の損失にもつながり、これが、生育から二次代謝（すなわち、保護機構）
への炭水化物基質の再指示（ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）が原因であると考えられる。植物
が、防御／保護の改善を示した一方で、作物の収量および品質は低下した。
【０００８】
　特許文献１は、ＵＶ－Ａ（３１５－４００ｎｍ）、ＵＶ－Ｂ（２８０－３１５）、紫色
と青色（４００－５００ｎｍ）および赤色と遠赤色（６００－８００ｎｍ）、随意に緑色
と黄色（５００－６００ｎｍ）の光の組み合わせを送達するデバイスについて記載してい
る。該デバイスは、樹木苗を処理するために使用され、これは、植物が、植物生育のため
に屋内施設から屋外施設に移動される間の移植ショック（ｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏ
ｎ　ｓｈｏｃｋ）を防いだことが示唆されている。具体的には、それは、デバイスの処理
が、樹木苗の生育サイクルを短くし、生存可能な苗の割合を高め、生育過程において１つ
の作業段階を除去し（例えば、日除けカーテンの必要性をなくす）、それによって、苗栽
培の経済的側面が改善されることを開示している。しかし、特許文献１は、苗の生存度お
よび苗栽培の経済的側面のみに焦点を当てており、作物の収量および／あるいは品質の改
善には焦点を当てていない。加えて、この文献は、複数のＵＶ波長帯に依存しており、こ
れは、処理プロセスを複雑化することがあり、および／あるいは、非特許文献１に記載さ
れるような望ましくない特性を引き起こしかねない。
【０００９】
引用による組み込み
　本明細書で言及されるすべての公報、特許、および特許出願は、個々の公報、特許、ま
たは特許出願が引用によって組み込まれるように具体的且つ個別に示されるのと同じ程度
まで、引用によって本明細書に組み込まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】ＷＯ２０１２／０８５３３６
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】Ｂｅｈｎ　ｅｔ　ａｌ．（Ｅｕｒｏｐ．Ｊ．Ｈｏｒｔ．Ｓｃｉ．，７６
（２）．Ｓ．３３－４０，２０１１，ＩＳＳＮ　１６１１－４４２６）
【発明の概要】
【００１２】
　本開示は明細書に添付の請求項によって部分的に要約される。本開示が本明細書に添付
の請求項では明示的に詳述されない材料も包含すること、および、請求項の代替的な言語
は本明細書の開示と一致しており、それによって裏付けられることを理解されたい。
【００１３】
　長期的な耐久性（ｈａｒｄｉｎｅｓｓ）を改善するおよび／あるいは作物の収量および
／あるいは品質を改善するために植物苗を処理する方法が本明細書で提供され、上記方法
は、後の成長期の前に、植物苗を２８０－３１０ｎｍの間のみの少なくとも１つの波長を
有する紫外線（ＵＶ）照射に晒す工程を特徴とする。さらに、方法が本明細書で提供され
、紫外線照射を用いる植物苗の処理は屋内で実施される。さらに、２－１５日の範囲でＵ
Ｖ光に植物苗を晒す工程をさらに含む方法が本明細書で提供される。さらに、ＵＶ光の繰
り返し暴露に植物苗を晒す工程をさらに含む方法が本明細書で提供される。さらに、処理
中に約１２°Ｃ～３５°Ｃの間で温度を維持する工程をさらに含む方法が本明細書で提供
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される。さらに、２８０－３０５ｎｍの範囲内のＵＶ波長へ晒す工程をさらに含む方法が
本明細書で提供される。さらに、２８０－２９０ｎｍの範囲内のピークＵＶ波長へ晒す工
程をさらに含む方法が本明細書で提供される。さらに、植物苗が果物と野菜の種である方
法が本明細書で提供される。さらに、植物苗がグリーンレタス、レッドレタス、トマト、
キュウリ、ブロッコリー、薬草作物、およびナスを含む群から選択される方法が本明細書
で提供される。
【００１４】
　植物苗へ紫外線（ＵＶ）照射を与えるためのデバイスが本明細書で提供され、上記デバ
イスは、２８０－３１０ｎｍの範囲内の少なくとも１つの波長を有する紫外線（ＵＶ）照
射を与えるように構成されることを特徴とする。さらに、上記デバイスが処理中に少なく
とも１つの発光体と標的領域の相対的な位置を変える移動コンベアを含む、デバイスが本
明細書で提供される。さらに、発光体が少なくとも１つの発光ダイオード（ＬＥＤ）であ
る、デバイスが本明細書で提供される。さらに、デバイスが４００～８００ｎｍの間の可
視スペクトル中の少なくとも１つの波長も与えるように構成される、デバイスが本明細書
で提供される。さらに、デバイスが４００～５００ｎｍの間の青い可視スペクトル中の少
なくとも１つの波長を与えるように構成される、デバイスが本明細書で提供される。さら
に、デバイスが６５５－６８０ｎｍの間の赤い可視スペクトル中の少なくとも１つの波長
を与えるように構成される、デバイスが本明細書で提供される。
【００１５】
　長期的な耐久性および／あるいは作物の収量および／あるいは作物の品質を改善する方
法が本明細書で提供され、（ａ）後の成長期の前に、植物苗を２８０－３１０ｎｍの間の
みの少なくとも１つの波長を有する紫外線（ＵＶ）光に晒す工程；および、（ｂ）後の成
長期のために植物苗を選択する工程を特徴とする。さらに、工程（ｂ）が、見込みのある
有益な特性を示す同様のＵＶ処理を受ける苗あるいは関連する苗を選択するために、植物
苗の耐久性および／または植物苗あるいは植物の結果として生じる作物収量あるいは作物
品質を予測あるいは評価する工程を含む、方法が本明細書で提供される。
【００１６】
　本明細書に記載された任意の方法にかかる処理後の植物の苗、植物、あるいは収穫可能
な作物が本明細書で提供される。
【００１７】
　２８０ｎｍから２９０ｎｍのＵＶ波長に富化した光を植物材料に照射する工程を含む、
耐久性と植物の収量を改善する方法が本明細書で提供される。さらに、植物材料がバラ科
を植物の材料を含む方法が本明細書で提供される。さらに、バラ科材料がイチゴ属の植物
である、方法が本明細書で提供される。本明細書ではさらに、植物材料が匍匐茎である方
法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が種子である方法が提供される。本明細
書にはさらに、植物材料が苗である方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が
植物である方法が提供される。さらに、光が２８０ｎｍのＵＶ波長に富化される方法が本
明細書で提供される。さらに、光が２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される方法が本明細書で
提供される。さらに、光が青い光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が赤い
光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が少なくとも１日照射される方法が本
明細書で提供される。さらに、光が少なくとも１４日間照射される方法が本明細書で提供
される。さらに、光が約１４日間照射される方法が本明細書で提供される。さらに、収量
が、改善された果物生重量、収穫された果物の改善された数、収穫され改善されたブリッ
クス（Ｂｒｉｘ）含有量、改善された果物幅、改善された果物長さ、改善された葉サイズ
、改善された葉の表面積、改善された乾燥重量、改善された窒素含有量、改善されたシュ
ート（ｓｈｏｏｔ）乾燥重量、改善されたシュート生重量、改善された根乾燥重量、改善
された野菜発育、果実部分の改善された収量、果実部分の増加した重量、改善された耐久
性、および、増加した種子発芽速度からなる群から選択される。さらに、収量が非ＵＶ－
Ｂ照射種子の植物と比較して、少なくとも５％改善される方法が本明細書で提供される。
さらに、耐久性が暴風損害によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、日
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光暴露によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、病気によって引き起こ
されたストレスに対する改善された耐性、および、昆虫によって引き起こされたストレス
に対する改善された耐性からなる群から選択される、方法が本明細書で提供される。
【００１８】
　虫害による損失に影響を与えることなく、農薬の使用を減少させることによって、作物
を育てる方法が本明細書で提供され、当該方法は：（ａ）２８０ｎｍから２９０ｎｍまで
の範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化にした光を、植物材料に照射する工程；（ｂ）
標準的な農薬レジメンの９５％以下を与える工程；および、（ｃ）作物を収穫する工程で
あって、作物が標準的な農薬レジメンで提供されるがＵＶ光で補われなかった比較可能な
作物よりも大きな収量を与える、工程、を含む。
【００１９】
　作物の耐久性と植物収量を改善する方法が本明細書で提供され、上記方法は、（ａ）２
８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化にした光を、植物
材料に照射する工程；（ｂ）農薬レジメンを提供する工程であって、農薬レジメンが標準
的な農薬レジメンの５０％以下である、工程；（ｃ）作物を収穫する工程；および、（ｄ
）植物収量を測定する工程であって、作物が標準的な農薬レジメンで提供されるがＵＶ光
で補われなかった比較可能な作物よりも大きな収量を与える、工程、を含む。さらに、植
物材料がバラ科の植物からの植物材料を含む、方法が本明細書で提供される。さらに、バ
ラ科の植物がイチゴ属のものである、方法が本明細書で提供される。本明細書ではさらに
、植物材料が匍匐茎である方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が種子であ
る方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が苗である方法が提供される。本明
細書にはさらに、植物材料が植物である方法が提供される。さらに、光が２８０ｎｍのＵ
Ｖ波長に富化される方法が本明細書で提供される。さらに、光が２９０ｎｍのＵＶ波長に
富化される方法が本明細書で提供される。さらに、光が青い光を含む方法が本明細書で提
供される。さらに、光が赤い光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が少なく
とも１日照射される方法が本明細書で提供される。さらに、光が少なくとも１４日間照射
される方法が本明細書で提供される。さらに、光が約１４日間照射される方法が本明細書
で提供される。さらに、収量が、改善された果物生重量、収穫された果物の改善された数
、収穫され改善されたブリックス含有量、改善された果物幅、改善された果物長さ、改善
された葉サイズ、改善された葉の表面積、改善された乾燥重量、改善された窒素含有量、
改善されたシュート乾燥重量、改善されたシュート生重量、改善された根乾燥重量、改善
された野菜発育、果実部分の改善された収量、果実部分の増加した重量、改善された耐久
性、および、増加した種子発芽速度からなる群から選択される。さらに、収量が非ＵＶ－
Ｂ照射種子の植物と比較して、少なくとも５％改善される方法が本明細書で提供される。
さらに、耐久性が暴風損害によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、日
光暴露によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、病気によって引き起こ
されたストレスに対する改善された耐性、および、昆虫によって引き起こされたストレス
に対する改善された耐性からなる群から選択される、方法が本明細書で提供される。さら
に、農薬レジメンが標準的な農薬レジメンの６０％以下である、方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、農薬レジメンが標準的な農薬レジメンの７０％以下である、方法が本明細
書で提供される。さらに、農薬レジメンが標準的な農薬レジメンの８０％以下である、方
法が本明細書で提供される。
【００２０】
　本明細書に記載される方法のいずれかに由来する作物が本明細書で提供される。
【００２１】
　本明細書に記載される方法のいずれかを含む処理にさらされた畑が本明細書で提供され
る。
【００２２】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法が本明細書で提供され、上記方法は：
果物が収穫される少なくとも７週間前に、２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なく
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とも１つのＵＶ波長に富化した光を、植物材料に照射する工程を含む。さらに、光が２８
０ｎｍのＵＶ波長に富化される方法が本明細書で提供される。さらに、光が２９０ｎｍの
ＵＶ波長に富化される方法が本明細書で提供される。さらに、光が青い光を含む方法が本
明細書で提供される。さらに、光が赤い光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、
光が少なくとも１日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、光が少なくとも１４日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が
本明細書で提供される。さらに、光が約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射さ
れる方法が本明細書で提供される。さらに、光が一日あたり約１０時間照射される方法が
本明細書で提供される。さらに、植物材料がバラ科の植物に由来する方法が本明細書で提
供される。さらに、バラ科の植物がイチゴ属のものである、方法が本明細書で提供される
。さらに、植物材料が果実植物由来である方法が提供される。さらに、植物材料がトマト
、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提供される。本明細
書ではさらに、植物材料が匍匐茎である方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材
料が種子である方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が苗である方法が提供
される。本明細書にはさらに、植物材料が植物である方法が提供される。さらに、改善さ
れた収量が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、
葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根
乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度
からなる群から選択される方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が果物
生重量である方法が本明細書で提供される。さらに、果物生重量が非ＵＶ－Ｂ照射植物材
料と比較して、少なくとも５％改善される方法が本明細書で提供される。さらに、改善さ
れた収量が収穫された果物の数である方法が本明細書で提供される。さらに、収穫された
果物の数が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも１０％改善される方法が本明
細書で提供される。さらに、改善された収量が増加した花の部分である方法が本明細書で
提供される。さらに、改善された収量が改善されたブリックス含有量である方法が本明細
書で提供される。さらに、収量が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改
善される方法が本明細書で提供される。
【００２３】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法が本明細書で提供され、上記方法は：
植物材料の繁殖段階中に、２８０－３２０ｎｍの範囲、あるいは２８０ｎｍ－３００ｎｍ
、２８０ｎｍ－２９５ｎｍ、２８０ｎｍ－２９０ｎｍのより狭い範囲の波長などの少なく
とも１つのＵＶ波長に負荷した光を、植物材料に照射する工程を含む。さらに、光が２８
０、２８１、２８２、２８３、２８４、２８５、２８６、２８７、２８８、２８９、２９
０、２９１、２９２、２９３，２９４，２９５、２９６、２９７、２９８、２９９、３０
０、３０１、３０２、３０３、３０４、３０５、３０６、３０７、３０８、３０９、３１
０、３１１、３１２、３１３、３１４、３１５、３１６、３１７、３１８、３１９、ある
いは３２０ｎｍの少なくとも１つの波長でＵＶ光に富化される方法が本明細書で提供され
る。いくつかのそのような方法では、光は２９０ｎｍの波長でＵＶに富化される。いくつ
かのそのような方法では、光は２８０ｎｍの波長でＵＶに富化される。さらに、光が青い
光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が赤い光を含む方法が本明細書で提供
される。さらに、光が少なくとも１日、例えば、１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２
３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０日、あるいは３０日を超える期間にわた
って、処理レジメンを使用して照射される方法が本明細書で提供される。さらに、光が少
なくとも１４日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書で提供される
。さらに、光が約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書で
提供される。さらに、光が１４日間だけ処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書
で提供される。さらに、光が一日あたり約１０時間照射される方法が本明細書で提供され
る。さらに、植物材料がイチゴ属のバラ科植物などのバラ科の植物由来である方法が本明
細書で提供される。さらに、植物材料が果実植物由来である方法が提供される。さらに、
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植物材料がトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提
供される。さらに、改善された収量が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含
有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥
重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久
性、および、種子発芽速度からなる群から選択される方法が本明細書で提供される。さら
に、改善された収量が果物生重量である方法が本明細書で提供される。さらに、果物生重
量が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改善される方法が本明細書で提
供される。さらに、改善された収量が収穫された果物の数である方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、収穫された果物の数が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも１
０％改善される方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が増加した花の部
分である方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が改善されたブリックス
含有量である方法が本明細書で提供される。さらに、収量が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比
較して、少なくとも５％改善される方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収
量が光の照射の少なくとも１週間後に生じる方法が提供される。さらに、改善された収量
が、光の照射の１週間、２週間、３週間、４週間、５週間、６週間、７週間、あるいは８
週間後に生じる方法が本明細書で提供される。さらに、繁殖段階が匍匐茎を含む方法が本
明細書で提供される。さらに、繁殖段階がシュートを含む方法が本明細書で提供される。
さらに、繁殖段階が切り枝（ｃｕｔｔｉｎｇｓ）を含む方法が本明細書で提供される。
【００２４】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法が本明細書で提供され、上記方法は：
（ａ）２８０－３２０ｎｍ、２９０ｎｍ－３００ｎｍの範囲、あるいは、２８０ｎｍ－２
９０ｎｍの範囲のＵＶなどの少なくとも１つのＵＶ波長に負荷した光を植物材料に照射す
る工程；および、（ｂ）未処理の畑について予想される数の果物よりも増加した数の果物
を採取する工程を含む。さらに、光が、２８０ｎｍあるいは２９０ｎｍの波長などの２８
０、２８１、２８２、２８３、２８４、２８５、２８６、２８７、２８８、２８９、２９
０、２９１、２９２、２９３，２９４，２９５、２９６、２９７、２９８、２９９、３０
０、３０１、３０２、３０３、３０４、３０５、３０６、３０７、３０８、３０９、３１
０、３１１、３１２、３１３、３１４、３１５、３１６、３１７、３１８、３１９、ある
いは３２０ｎｍの少なくとも１つの波長でＵＶ光に富化される方法が本明細書で提供され
る。さらに、光が青い光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が赤い光を含む
方法が本明細書で提供される。さらに、光が少なくとも１日、例えば、１、２、３、４、
５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、
２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０日、あるいは３０
日を超える期間にわたって、処理レジメンを使用して照射される方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、光が少なくとも１４日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が
本明細書で提供される。さらに、光が約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射さ
れる方法が本明細書で提供される。さらに、光が１４日間だけ処理レジメンを用いて照射
される方法が本明細書で提供される。さらに、光が一日あたり約１０時間照射される方法
が本明細書で提供される。さらに、植物材料が、条植え作物あるいは果実作物などの作物
植物由来である方法が本明細書で提供される。場合によっては、植物は、イネ科、キク科
、マメ科、アブラナ科、シソ科、ナス科、アサ科、あるいはバラ科の植物である。さらに
、植物がナス属、トマト属、アサ属、あるいはイチゴ属である方法が本明細書で提供され
る。さらに、植物材料が果実植物由来である方法が提供される。さらに、植物材料がトマ
ト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提供される。さら
に、果物の数は少なくとも５％増加する方法が本明細書で提供される。さらに、上記増加
が、とりわけ、成長部分あるいは未処理の畑についての全国平均、過去の平均によって決
定された果物の予想数などの基準に対して測定される、方法が本明細書で提供される。さ
らに、未処理の畑は隣接する畑を含む方法が本明細書で提供される。さらに、未処理の畑
は、ほぼ同じサイズ、同じ緯度、同じ気候帯、同じ直射日光暴露、同じ昼間温度、同じ夜
間温度、同じ水中浸漬、あるいは比較を促す他のパラメーターの畑を含む。
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【００２５】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法が本明細書で提供され、上記方法は：
２８０－２９０ｎｍ、２９０ｎｍ－３００ｎｍ、あるいは３００ｎｍ－３２０ｎｍの範囲
のＵＶ波長などの少なくとも１つのＵＶ波長に負荷した光を植物材料に照射する工程であ
って、収量が少なくとも５％改善される、工程を含む。さらに、光が、２８０ｎｍあるい
は２９０ｎｍの波長などの２８０、２８１、２８２、２８３、２８４、２８５、２８６、
２８７、２８８、２８９、２９０、２９１、２９２、２９３，２９４，２９５、２９６、
２９７、２９８、２９９、３００、３０１、３０２、３０３、３０４、３０５、３０６、
３０７、３０８、３０９、３１０、３１１、３１２、３１３、３１４、３１５、３１６、
３１７、３１８、３１９、あるいは３２０ｎｍの少なくとも１つの波長でＵＶ光に富化さ
れる方法が本明細書で提供される。さらに、光が青い光を含む方法が本明細書で提供され
る。さらに、光が赤い光を含む方法が本明細書で提供される。さらに、光が少なくとも１
日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書で提供される。さらに、光
が少なくとも１４日にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、光が約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される方法が本明細
書で提供される。さらに、光が一日あたり約１０時間照射される方法が本明細書で提供さ
れる。さらに、植物材料がバラ科の植物に由来する方法が本明細書で提供される。さらに
、バラ科の植物がイチゴ属のものである、方法が本明細書で提供される。さらに、植物材
料が果実植物由来である方法が提供される。さらに、植物材料がトマト、イチゴ、および
アサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量
が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ
、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量
、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度からなる
群から選択される方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が果物生重量で
ある方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が収穫された果物の数である
方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が増加した花の部分である方法が
本明細書で提供される。さらに、改善された収量が改善されたブリックス含有量である方
法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較さ
れる方法が本明細書で提供される。
【００２６】
　ＵＶ－Ｂを照射されない畑と比較して、２８０ｎｍ－２９０ｎｍの範囲でＵＶ－Ｂに富
化した光の照射後に作物植物の果実成分の少なくとも１０％改善された収量を有する。Ｕ
Ｖ－Ｂを照射されない畑と比較して、２８０ｎｍ－２９０ｎｍの範囲でＵＶ－Ｂに富化し
た光の照射後に１エーカー当たり少なくとも５００００パウンド以上の作物植物の果実成
分を有する畑が本明細書で提供される。さらに、標準的な肥料レジメン、標準的な農薬レ
ジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的な水レジメン
の少なくとも１つの９５％以下が投与される畑が本明細書で提供される。さらに、標準的
な肥料レジメン、標準的な農薬レジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジ
メン、および標準的な水レジメンの少なくとも１つの８０％以下が塗布される畑が本明細
書で提供される。さらに、標準的な肥料レジメン、標準的な農薬レジメン、標準的な除草
剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的な水レジメンの少なくとも１つの７
０％以下が塗布される畑が本明細書で提供される。さらに、標準的な肥料レジメン、標準
的な農薬レジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的な
水レジメンの少なくとも１つの６０％以下が塗布される畑が本明細書で提供される。さら
に、光が２８０ｎｍのＵＶ波長に富化される畑が本明細書で提供される。さらに、光が２
９０ｎｍのＵＶ波長に富化される畑が本明細書で提供される。さらに、光が青い光を含む
畑が本明細書で提供される。さらに、光が赤い光を含む畑が本明細書で提供される。さら
に、光が少なくとも１日にわたって処理レジメンを用いて照射される畑が本明細書で提供
される。さらに、光が少なくとも１４日にわたって処理レジメンを用いて照射される畑が
本明細書で提供される。さらに、光が約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射さ
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れる畑が本明細書で提供される。さらに、光が一日あたり約１０時間照射される畑が本明
細書で提供される。さらに、作物植物がバラ科の植物に由来する畑が本明細書で提供され
る。さらに、バラ科の植物がイチゴ属のものである畑が本明細書で提供される。さらに、
作物植物がトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する畑が本明細書で提供
される。さらに、改善された収量が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有
量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重
量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性
、および、種子発芽速度からなる群から選択される畑が本明細書で提供される。さらに、
改善された収量が果物生重量である畑が本明細書で提供される。さらに、改善された収量
が収穫された果物の数である畑が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が増加
した花の部分である畑が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が改善されたブ
リックス含有量である畑が本明細書で提供される。
【００２７】
　作物植物の果実成分の収量を改善するための方法が本明細書で提供され、上記方法は：
処理レジメンに植物材料を晒すであって、処理レジメンが、２８０ｎｍ－２９５ｎｍの範
囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化された光、および、植物材料からの処理距離、なら
びに、約３０ｍｍ－約１２０ｍｍの範囲の光源、１秒あたり約４０－６０ｍｍの範囲の移
動光源の速度、約９０～約２８０秒の範囲の光源タイミングサイクル、１日当たり約３８
０－約５００のサイクルの範囲での１日当たりのサイクル数、約１５－約４０ｕｍｏｌ　
ｃｍ－２ｓ－１の範囲のＵＶ波長の放射照度、約４４０ｎｍ－約４６０ｎｍの青い光の波
長、約３０－約１５０ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の青い光の放射照度、約６４０ｎｍ－約６
８０ｎｍの範囲の赤い光の波長、約６０～約３００ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の範囲の赤い
光の放射照度、および約５－約２０日の範囲の処理レジメンの日数の少なくとも１つを含
む、工程を含んでいる。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長は２８２ｎｍでピークに達す
る方法が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長は２８５ｎｍでピー
クに達する方法が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長は２８７ｎ
ｍでピークに達する方法が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長は
２９１ｎｍでピークに達する方法が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵ
Ｖ波長は２９２ｎｍでピークに達する方法が本明細書で提供される。さらに、植物材料が
トマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提供される。
本明細書ではさらに、植物材料が匍匐茎である方法が提供される。本明細書にはさらに、
植物材料が種子である方法が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が苗である方法
が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が植物である方法が提供される。さらに、
作物植物がバラ科の植物に由来する方法が本明細書で提供される。さらに、バラ科の植物
がイチゴ属のものである、方法が本明細書で提供される。さらに、作物植物がトマト、イ
チゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する方法が本明細書で提供される。さらに、改
善された収量が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長
さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量
、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽
速度からなる群から選択される方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が
果物生重量である方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が収穫された果
物の数である方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が増加した花の部分
である方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が改善されたブリックス含
有量である方法が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が少なくとも５％改善
される方法が本明細書で提供される。
【００２８】
　２８０ｎｍ－２９５ｎｍの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化した光を含む処理レ
ジメンを植物材料に施し、かつ、植物材料からの処理距離、ならびに、約３０ｍｍ－約１
２０ｍｍの範囲の光源、１秒あたり約４０－６０ｍｍの範囲の移動光源の速度、約９０～
約２８０秒の範囲の光源タイミングサイクル、１日当たり約３８０－約５００のサイクル
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の範囲での１日当たりのサイクル数、約１５－約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２ｓ－１の範囲の
ＵＶ波長の放射照度、約４４０ｎｍ－約４６０ｎｍの青い光の波長、約３０－約１５０ｕ
ｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の青い光の放射照度、約６４０ｎｍ－約６８０ｎｍの範囲の赤い光
の波長、約６０～約３００ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の範囲の赤い光の放射照度、および約
５－約２０日の範囲の処理レジメンの日数の少なくとも１つを制御するように構成された
装置が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長が２８２ｎｍでピーク
に達する装置が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長が２８５ｎｍ
でピークに達する装置が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ波長が２
８７ｎｍでピークに達する装置が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１つのＵＶ
波長が２９１ｎｍでピークに達する装置が本明細書で提供される。さらに、少なくとも１
つのＵＶ波長が２９２ｎｍでピークに達する装置が本明細書で提供される。さらに、植物
材料がトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する装置が本明細書で提供さ
れる。本明細書ではさらに、植物材料が匍匐茎である装置が提供される。本明細書にはさ
らに、植物材料が種子である装置が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が苗であ
る装置が提供される。本明細書にはさらに、植物材料が植物である装置が提供される。さ
らに、作物植物がバラ科の植物に由来する装置が本明細書で提供される。さらに、バラ科
の植物がイチゴ属のものである装置が本明細書で提供される。さらに、作物植物がトマト
、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する装置が本明細書で提供される。さらに
、改善された収量が、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果
物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生
重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子
発芽速度からなる群から選択される装置が本明細書で提供される。さらに、改善された収
量が果物生重量である装置が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が収穫され
た果物の数である装置が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が増加した花の
部分である装置が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が改善されたブリック
ス含有量である装置が本明細書で提供される。さらに、改善された収量が少なくとも５％
改善される装置が本明細書で提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　本開示のさらなる態様は、ほんの一例として与えられる以下記載から、および、添付の
図面を参照することにより、明白となる。
【図１】有益な耐久性結果を与えるＵＶスペクトルの分析を描く。
【図２】対照における、および、イチゴ栽培品種の２８０ｎｍのＵＶ－Ｂ照射後の、平均
シュート乾燥重量（ＤＷ）のグラフを描く。
【００３０】
　本開示のさらなる態様は、ほんの一例として与えられる以下記載から、および、添付の
図面を参照することにより、明白となる。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　長期的な耐久性を改善するために、および／あるいは作物の収量および／あるいは作物
の品質を改善するために、植物苗あるいは他の植物材料を処理するための方法、装置、お
よび、レシピ（ｒｅｃｉｐｅｓ）が本明細書で開示され、のちの成長期の前に、植物苗を
２８０－３１０ｎｍの間のみの少なくとも１つの波長を有する紫外線（ＵＶ）照射に植物
苗を晒す工程を特徴とする。
【００３２】
　本開示の別の態様に従って、植物苗あるいは植物材料へ紫外線（ＵＶ）照射を与えるた
めの装置が提供され、上記装置は、２８０あるいは２９０ｎｍ、または、２８０ｎｍ～３
１０ｎｍの範囲などの、２８０、２８１、２８２、２８３、２８４、２８５、２８６、２
８７、２８８、２８９、２９０、２９１、２９２、２９３，２９４，２９５、２９６、２
９７、２９８、２９９、３００、３０１、３０２、３０３、３０４、３０５、３０６、３
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０７、３０８、３０９、３１０、３１１、３１２、３１３、３１４、３１５、３１６、３
１７、３１８、３１９、あるいは３２０ｎｍの少なくとも１つの波長においてピーク波長
を有するＵＶ光などの約２８０～約３２０ｎｍの範囲の少なくとも１つの波長で紫外線（
ＵＶ）照射を与えるように構成されることを特徴とする。上記処理はさらに、植物材料か
らの処理距離、ならびに、約３０ｍｍ－約１２０ｍｍの範囲の光源、１秒あたり約４０－
６０ｍｍの範囲の移動光源の速度、約９０～約２８０秒の範囲の光源タイミングサイクル
、１日当たり約３８０－約５００のサイクルの範囲での１日当たりのサイクルでの一日あ
たりのサイクルの数、約１５－約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２ｓ－１の範囲のＵＶ波長の放射
照度、約４４０ｎｍ－約４６０ｎｍの青い光の波長、約３０－約１５０ｕｍｏｌ　ｍ－２

ｓ－１の範囲の青い光の放射照度、約６４０ｎｍ－約６８０ｎｍの範囲の赤い光の波長、
約６０－３００ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の範囲の赤い光の放射照度を含む。
【００３３】
　本開示の別の態様に従って、長期的な耐久性および／または作物の収量および／または
作物の品質を改善する方法が提供され、上記方法は、（ａ）のちの成長期の前に、植物苗
あるいは植物材料を、２８０－３１０ｎｍの間のみの少なくとも１つの波長を有する紫外
線（ＵＶ）光に晒す工程を含み、（ｂ）後の成長期に植物苗あるいは植物材料における適
切なレベルの耐久性を選択あるいは決定する工程をさらに特徴とする。
【００３４】
　本開示の別の態様に従って、本明細書に記載される方法を使用して処理されている、植
物苗、植物、あるいは収穫可能な作物が提供される。
【００３５】
　作物の収量および／または品質を高めるために植物苗または植物材料を処理する方法が
本明細書で提供される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂスペクトルにおける特定の波長によ
る植物苗あるいは植物材料の処理と商業上重要な作物の収量および品質との間に直接的な
相関関係が観察される。いくつかの例では、本明細書に記載されるような方法は、ＵＶ－
Ｂで富化したあるいは補足した光の照射を含む。いくつかの例では、波長のこのセットの
一部は、地球表面に届く太陽光では見られず、ゆえに、自然の太陽光を使用する処理のい
かなる形態とも異なる。
【００３６】
　さらに、この処理は、非生物的ストレスおよび生物的ストレスなどのストレスからの望
ましいあるいは改善された耐久性（すなわち保護）を達成するようにも見える。例えば、
予備試験では、キュウリが、最初のキュウリ苗のＵＶ処理の１２日後の最後の収穫で、よ
り年を取った植物において寒冷ストレスに対する増加した耐性／保護（環境ストレスの減
少）を有すると示された。
【００３７】
　別の例として、グリーンレタスは、より年を取った植物においてさえ菌類病に対する増
加した耐性（生物的ストレスの減少）を有することが示された。これは、より年を取った
植物におけるＵＶ処理の持続する保護効果を例証している。重要なことに、両方の例にお
いて、作物収量も収穫時に増加した。したがって、本開示は耐久性を向上させ、非特許文
献１とは異なり、作物の収量および品質も改善した。非特許文献１は本開示の結果とはか
け離れたことを教示していた。なぜなら、上記文献は、植物に作物収量の増加を犠牲にし
て（ａｔ　ｔｈｅ　ｌｏｓｓ　ｏｆ）保護機構を構築させるＵＶ処理に読者を誘導してい
るからである。
【００３８】
　加えて、非特許文献１とは異なり、本開示は、１つの定義されたスペクトル（および特
にそのサブセットのみ）におけるＵＶ照射しか必要としないが、非特許文献１は、フィル
タにかけた自然の太陽光を介して、ＵＶ－Ａ、ＵＶ－Ｂ、および可視光では処理を制御で
きなかった。
【００３９】
　ストレス耐性を改善する（例えば、移植ショックを回避する）ための先行技術の広域ス
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ペクトルのＵＶ処理方法とは異なり、本開示は、１つのみのＵＶスペクトル内（ＵＶ－Ｂ
内）での処理を使用してもよく、これは、必要とされる処理プロセスおよび設備を著しく
簡略化する。
【００４０】
　さらに、多くの処理は、太陽光をＵＶ－Ｂ、ＵＶ－Ａ、および可視光源として利用し、
結果的に用量の特異性（ｓｐｅｃｉｆｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ｄｏｓａｇｅ）を欠き、しばし
ば、望ましくないおよび／あるいは予測不能の結果を引き起こす。本開示はしばしば、処
理の際に単一の定義された波長帯の特定の波長しか使用しないことで、この予測不可能性
を回避する。いくつかの例では、植物苗は処理中に他の背景光に晒される。
【００４１】
　いくつかの例では、２８０－３１０ｎｍの間のＵＶ－Ｂ放射線内の特定のおよび焦点を
絞った範囲の波長を使用することで、有益な結果を導く。いくつかの例では、約３１０ｎ
ｍ以上のＵＶ－Ｂスペクトルの一部は、見られる有益な結果をもたらさない。さらに議論
されるように、ＵＶ－Ｂスペクトルは、２８０ｎｍから約３１５ｎｍをカバーする（しか
しながら、ＵＶ波長帯間の定義された分離はおおよそのものであり、文献において少なく
とも２つの一般的な変更の対象となっている、すなわち、３２０ｎｍのＵＶ－Ｂに対する
上限を含む（ＩＡＲＣ　ｍｏｎｏｇｒａｐｈｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　
ｏｆ　ｃａｒｃｉｎｏｇｅｎｉｃ　ｒｉｓｋｓ　ｔｏ　ｈｕｍａｎｓ．　Ｖｏｌｕｍｅ　
５５－Ｓｏｌａｒ　ａｎｄ　ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ　ｒａｄｉａｔｉｏｎ；　Ｃｈａｐ
ｔｅｒ　１；　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ｄａｔａ　（１９９２））。ＵＶ－Ｂスペクトル内で
の広範な処理または制御されてないＵＶ処理は有害な結果を引き起こしかねない可能性が
ある。
【００４２】
　植物の長期的な耐久性とは、収穫前の植物の成長期の間の、暴風損害、太陽光暴露、病
気、および／あるいは害虫攻撃などの遭遇するストレスに対する改善された耐性を指す。
理論に縛られることなく、収穫時の改善された作物の収量および／あるいは品質の商業上
の最終結果は、処理から結果的に生じる改善された長期的な耐久性に少なくとも部分的に
起因すると考えられる。それとは関係なく、改善された作物の収量および／あるいは品質
の最終結果が、この処理方法の結果として観察されている。
【００４３】
　いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ範囲外のＵＶ放射線（例えば、ＵＶ－ＡまたはＵＶ－Ｃの
波長）の使用は、有益な結果には結びつかない。いくつかの例では、有益な効果は、ＵＶ
－Ｂスペクトルから出て、例えば、ＵＶ－Ａスペクトル（４００ｎｍ～３１５ｎｍ）に移
動すると、劇的に縮小するか、あるいは、完全に消滅する。
【００４４】
　改善された味、サイズ、形状、色、質感、視覚的外観、貯蔵期間、および／あるいは収
穫後の処理に耐える能力の少なくとも１つを含む作物の品質を改善するための方オフが本
明細書に記載される。いくつかの例では、方法は、記載されたＵＶ処理後に、改善された
耐久性および／または作物の収量／品質を示す植物を追跡し、選択し、あるいは予言する
工程を含む。いくつかの例では、これは、収穫前に植物の消耗（ａｔｔｒｉｔｉｏｎ）を
減らす、ゆえに、作物の品質および／または収量を改善するのに有益である。
【００４５】
　本明細書の全体にわたって、「のちの成長期の前」との句は、植物苗の年齢、サイズ、
または他の特徴、あるいは環境特性に基づいて特定の時点で、植物苗が屋外環境に移され
る前、あるいは、場合によっては、屋内環境で保持される前を意味するものと解釈されな
ければならない。植物の成長期は、典型的に、植物が収穫前に成熟植物への実質的な成長
および発達を示すときの期間である。
【００４６】
　本明細書の全体にわたって、用語「耐久性」は、作物の生産の間に１つ以上のストレス
に耐えるあるいはそれに対する保護を促す植物の能力であって、それによって、収穫時に
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植物のより望ましい収量および／あるいは品質を可能にし得る能力を意味するものと解釈
されなければならない。
【００４７】
　本明細書の全体にわたって、用語「植物苗」とは、種子からの発芽後の若い植物を意味
するものと解釈されなければならない。植物苗は、野菜、果実、樹木、低木、薬草、草原
地（ｇｒａｓｓ　ｏｒｉｇｉｎ）などのものであり得る。
【００４８】
　本明細書の全体にわたって、用語「植物」とは、作物または他の用途に最終的に使用さ
れる成熟した植物苗を意味するものと解釈されなければならない。
【００４９】
　本開示は、野菜および果実の作物生産に対する特定の用途を有しているが、樹木、草、
花、薬草などの、他の種類の植物の耐久性を改善するために本開示が使用されることもあ
り得る。簡潔さのために、明細書の残りは、作物生産（とりわけ野菜）について言及して
いるが、これは限定的であると意図されていないことが理解されなければならない。
【００５０】
　本明細書の全体にわたって、「作物」との用語は、さらなる使用または人間による消費
のために成長段階中の複数の時点で典型的には人間または機械によって収穫される栽培植
物を意味するものと解釈されなければならない。しかしながら、草、樹木などへの方法の
適用が、収穫することを意図することなく、耐久性を改善することのみ使用されてもよい
ことを理解されたい。
【００５１】
　本明細書の全体にわたって、用語「屋内」とは、住宅、典型的に、温室、プラスチック
のビニールハウス（ｐｌａｓｔｉｃ　ｐｏｌｙｔｕｎｎｅｌ）、壁のないシェードクロス
（ｓｈａｄｅ　ｃｌｏｔｈ）、または人工照明を使用することもある完全に屋内のシステ
ムを意味するものと解釈されなければならない。
【００５２】
　温室の例では、それは、自然光を中に入れる透明な壁および／あるいは天井を含み得る
。屋内の住宅は、初期の発芽および苗の発育段階を生じさせるために使用され得、屋外環
境におけるのちの成長期の前に本開示のＵＶ放射線暴露の間に使用される。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、植物苗または植物材料の処理が屋内で生じる。例えば、
方法のいずれか１つは、屋内で、例えば、温室で生じることがある。いくつかの例では、
ＵＶ－Ｂは屋内で照射される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは屋外で照射される。いくつ
かの例では、ＵＶ－Ｂは屋外の畑で照射される。
【００５４】
　いくつかの例では、屋内で処理を行う利点は、植物苗が特に傷つきやすくなっている間
に諸条件を調節しやすくなり得るということである。さらに、そのことは、ＵＶ処理を適
用するために使用されるデバイスが、より良く保護され守られ得るということを意味する
こともある。しかしながら、処理される苗あるいは植物材料の状況および種類によっては
、本開示の処理が屋外環境でも行われるということは起こりうる。
【００５５】
　本明細書の全体にわたって、「移植」という用語は、作物の最終的な収穫前に、継続的
な成長を可能にする畑などの屋外環境に植物苗を移す行為を意味するものとして解釈され
なければならない。移植ショックとの用語は具体的には、例えば、屋内環境と屋外環境と
の間で見られるさまざまな太陽光暴露による太陽ショック（ｓｕｎ　ｓｈｏｃｋ）が原因
で移植時に植物が被るストレスまたはショックを指す。
【００５６】
　本明細書の全体にわたって、「紫外線（ＵＶ）照射」との用語は、可視光よりも短いが
Ｘ線よりも長く、かつ、（３ｅＶから１２４ｅＶに相当する）１０ｎｍから４００ｎｍの
範囲の間である波長を有する電磁放射を意味するものとして解釈されなければならない。
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紫外線（ＵＶ）照射スペクトルは、人間には見えないと考えられているため、約４００ｎ
ｍから７００ｎｍのスペクトル内の可視光とは区別される。
【００５７】
　紫外線のスペクトルはさらに、ＵＶ－Ａ（４００－３２０ｎｍ）、ＵＶ－Ｂ（３２０－
２８０ｎｍ）、およびＵＶ－Ｃ（２８０－１００ｎｍ）に分割され得る。
【００５８】
　本明細書に記載されるような方法は、いくつかの実施形態では、約２８０～約３０５ｎ
ｍのＵＶ波長への暴露を含む。いくつかの例では、有益な効果は、ＵＶ－Ｂスペクトルの
より狭い帯域内、特に２８０ｎｍ－３０５ｎｍの間で最も顕著である。
【００５９】
　いくつかの例では、有益な結果は３０５ｎｍを越えてもまだ見られるが、約３１０ｎｍ
の波長を越えた後に急激に低下する。例えば、３１９ｎｍでピークに達するＵＶ光の処理
は、スペクトルのＵＶ－Ｂ波長帯内にまだあるが、所望の効果をもたらすようには思われ
ない。本開示は、いくつかの例では、ＵＶ－Ｂスペクトルの短波範囲内の波長を使用し、
その割合は、地球表面に届く太陽光の自然スペクトル外に存在する。いくつかの例では、
ＵＶ－Ａスペクトル（３５４ｎｍ）でのＵＶ処理、あるいは、ＵＶ－Ｃスペクトル（２７
０ｎｍ）でのＵＶ処理は耐久性を改善するのには有効ではない。
【００６０】
　いくつかの例では、方法は、約２８０～約２９０ｎｍのピークＵＶ波長への暴露を含む
。いくつかの例では、２８０ｎｍ－２９０ｎｍの間でピークに達するＵＶ光による処理は
、有望な結果を示した。いくつかの例では、方法は２８０－３１０ｎｍの間の特定の波長
（あるいは少なくとも波長ピーク）のみを含む。いくつかの例では、本明細書に記載され
るような方法は、２８０－３１０ｎｍの範囲の一部の外部に広がる少量のＵＶ光を含む。
いくつかの例では、方法はほとんどの意味のない背景放射線を含む。この効果は小さく、
本開示の利点に対して実際の影響がまったくないことが当業者によって理解されるだろう
。
【００６１】
　本明細書に記載されるような方法は、約２８０ｎｍから約３２０ｎｍまでの範囲のＵＶ
－Ｂの照射を含む。場合によっては、ＵＶ－Ｂは、２８０ｎｍ（±５ｎｍ）、２８６ｎｍ
（±５ｎｍ）、２９４ｎｍ（±５ｎｍ）、あるいは約３１７ｎｍで照射される。ＵＶ－Ｂ
は、約２８０ｎｍ、約２８１ｎｍ、約２８２ｎｍ、約２８３ｎｍ、約２８４ｎｍ、約２８
５ｎｍ、約２８６ｎｍ、約２８７ｎｍ、約２８８ｎｍ、約２８９ｎｍ、約２９０ｎｍ、約
２９１ｎｍ、約２９２ｎｍ、約２９３ｎｍ、約２９４ｎｍ、約２９５ｎｍ、約２９６ｎｍ
、約２９７ｎｍ、約２９８ｎｍ、約２９９ｎｍ、約３００ｎｍ、約３０１ｎｍ、約３０２
ｎｍ、約３０３ｎｍ、約３０４ｎｍ、約３０５ｎｍ、約３０６ｎｍ、約３０７ｎｍ、約３
０８ｎｍ、約３０９ｎｍ、約３１０ｎｍ、約３１１ｎｍ、約３１２ｎｍ、約３１３ｎｍ、
約３１４ｎｍ、約３１５ｎｍ、約３１６ｎｍ、約３１７ｎｍ、約３１８ｎｍ、約３１９ｎ
ｍ、あるいは約３２０ｎｍであり得る。場合によっては、ＵＶ－Ｂは、２８０ｎｍ（±５
ｎｍ）、２８６ｎｍ（±５ｎｍ）、２９４ｎｍ（±５ｎｍ）、あるいは約３１７ｎｍでピ
ークに達している。ＵＶ－Ｂは、約２８０ｎｍ、約２８１ｎｍ、約２８２ｎｍ、約２８３
ｎｍ、約２８４ｎｍ、約２８５ｎｍ、約２８６ｎｍ、約２８７ｎｍ、約２８８ｎｍ、約２
８９ｎｍ、約２９０ｎｍ、約２９１ｎｍ、約２９２ｎｍ、約２９３ｎｍ、約２９４ｎｍ、
約２９５ｎｍ、約２９６ｎｍ、約２９７ｎｍ、約２９８ｎｍ、約２９９ｎｍ、約３００ｎ
ｍ、約３０１ｎｍ、約３０２ｎｍ、約３０３ｎｍ、約３０４ｎｍ、約３０５ｎｍ、約３０
６ｎｍ、約３０７ｎｍ、約３０８ｎｍ、約３０９ｎｍ、約３１０ｎｍ、約３１１ｎｍ、約
３１２ｎｍ、約３１３ｎｍ、約３１４ｎｍ、約３１５ｎｍ、約３１６ｎｍ、約３１７ｎｍ
、約３１８ｎｍ、約３１９ｎｍ、あるいは約３２０ｎｍであり得る。いくつかの例では、
ＵＶ－Ｂは、約２８０ｎｍから約２９０ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３００ｎｍ、約２８０ｎ
ｍ～約３１０ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３００ｎｍ、約２９
０ｎｍ～約３１０ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約３００ｎｍ～約３１０ｎｍ、約
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３００ｎｍ～約３２０ｎｍ、あるいは約３１０ｎｍ～約３２０ｎｍで照射されるか、ピー
クに達している。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは２８０ｎｍ（±５ｎｍ）から２８４ｎｍ
（±５ｎｍ）、２７９ｎｍ～約２８８ｎｍ（±５ｎｍ）、約２８９ｎｍ～約３００ｎｍ、
あるいは２８６ｎｍ～約３０５ｎｍ（±５ｎｍ）で照射されるか、ピークに達している。
いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは２８２ｎｍでピークに達している。いくつかの例では、Ｕ
Ｖ－Ｂは２９２ｎｍでピークに達している。
【００６２】
　随意に、所定の植物種のための上記方法の処理中の２８０－３１０ｎｍ範囲内の波長は
変更される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂスペクトル内の様々な波長の組み合わせは同時
に使用される。
【００６３】
　いくつかの例では、ＬＥＤ光は、例えば、約２９０ｎｍを中心とする光のピーク放射照
度波長を照射するように構成される。いくつかの例では、光源はＬＥＤである。しばしば
、ＬＥＤ光は、例えば、約２８０ｎｍ、２８０ｎｍの１０ｎｍ、９ｎｍ、８ｎｍ、７ｎｍ
、６ｎｍ、５ｎｍ、４ｎｍ、３ｎｍ、２ｎｍ、あるいは１ｎｍ内の範囲、またはちょうど
２８０ｎｍ、約２８６ｎｍ、２８６ｎｍの１０ｎｍ、９ｎｍ　８ｎｍ、７ｎｍ、６ｎｍ、
５ｎｍ、４ｎｍ、３ｎｍ、２ｎｍ、あるいは１ｎｍ内の範囲、またはちょうど２８６ｎｍ
の光のピーク放射照度波長を照射するように構成される。代替的に、ＬＥＤ光は、例えば
、約２８０ｎｍ、２８０ｎｍの１０ｎｍ、９ｎｍ、８ｎｍ、７ｎｍ、６ｎｍ、５ｎｍ、４
ｎｍ、３ｎｍ、２ｎｍ、あるいは１ｎｍ内の範囲、または、ちょうど２８０ｎｍ、約２８
６ｎｍ、２８６ｎｍの１０ｎｍ、９ｎｍ　８ｎｍ、７ｎｍ、６ｎｍ、５ｎｍ、４ｎｍ、３
ｎｍ、２ｎｍ、あるいは１ｎｍ内の範囲、またはちょうど２８６ｎｍＵＶ－Ｂ範囲の光に
よって補足される標準的な白色光スペクトルの光を照射するように構成される。
【００６４】
　ＬＥＤ光または光源は様々な距離で植物材料に光を照射することもある。いくつかの例
では、植物材料と光源との間の距離は少なくともあるいは約５、１０、１５、２０、３０
、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１２０、１４０、１６０、１８０、２
００、あるいは２００ミリメートル（ｍｍ）以上である。いくつかの例では、植物材料と
光源との間の距離は、約５～約３００、約１０～約２００、約２０～約１４０、約３０～
約１２０、あるいは約４０～約６０ｍｍの範囲である。いくつかの例では、植物材料と光
源との間の距離は約５０ｍｍである。いくつかの例では、植物材料と光源との間の距離は
約７０ｍｍである。いくつかの例では、照射される光はＵＶ－Ｂで富化されるか、補足さ
れる。
【００６５】
　いくつかの例では、光源は固定される。いくつかの例では、光源は、例えば、コンベヤ
ーに沿って移動する。いくつかの例では、移動光源の速度は、１秒あたり少なくともある
いは約２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１２０、１４０、１
６０、１８０、２００ミリメートル（ｍｍ／秒）であるか、あるいは２００ミリメートル
（ｍｍ／秒）を超える。いくつかの例では、移動光源の速度は、少なくともあるいは約４
０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３
、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０ｍｍ／秒であるか、あるいは６０ｍｍ／秒
を超える。いくつかの例では、移動光源の速度は、約５～約２００、約１０～約１６０、
約２０～約１００、あるいは約４０～約６０ｍｍ／秒の範囲である。いくつかの例では、
移動光源の速度は約５０ｍｍ／秒である。いくつかの例では、移動光源の速度は約５３ｍ
ｍ／秒である。
【００６６】
　いくつかの例では、本明細書に記載される方法は、特定のＵＶ－Ｂ処理と組み合わせた
ＵＶ－ＡあるいはＵＶ－Ｃなどの他のＵＶ波長の使用を含まない。いくつかの例では、２
８０－３１０ｎｍのＵＶ－Ｂ処理以外の他の波長は、本明細書に記載されるような方法の
一部を含まない。いくつかの例では、１つを超えるスペクトルの複数の波長を使用する処
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理方法を上回る著しい利点である。
【００６７】
　好ましい投与量レジメンは変動することがあり、限定されないが、苗の種類、ＵＶ光の
強度（Ｗ　ｍ－２　ｓ－１）、処理（日数）の長さ、および、処理中の各ＵＶ照射間の休
止期間（オン／オフ）を含む様々なパラメーターを考慮に入れることがある。
【００６８】
　例えば、処理の長さは、約２－４日間に短く維持されることもあるが、その結果、処理
期間中に十分な適用量を提供するために、高い強度のＵＶ照射が使用されることもある。
１つの考察は、より高い強度が苗の損傷を引き起こす可能性が高く、そのため、各照射間
の十分な休止期間が特に有用であり得るということである。さらに、青い可視光と赤い可
視光を用いる同時照射がとりわけ有用なことがある。
【００６９】
　さらに、ＵＶ暴露時間、発芽後の苗へのＵＶ暴露のタイミング、温度、サイクル数、特
定のＵＶ波長はそれぞれ、本開示の精神内で維持されながらも、異なる植物品種に適応す
るように変更され得ることが理解されるべきである。好ましくは、上記方法は、およそ２
－１５日間、植物苗を紫外線に晒す工程を含む。いくつかの例では、処理は２日未満であ
る。いくつかの例では、処理は２日よりも多い。いくつかの例では、本明細書に記載され
るような方法は、約４～約７日間ＵＶ光に植物苗あるいは植物材料を晒す工程を含む。
【００７０】
　多くのＵＶ－Ｂ照射期間は本明細書の開示に一致している。例えば、ＵＶ－Ｂ照射の時
間は、最大で７２時間、最大で６０時間、最大で４８時間、最大で３６時間、最大で２４
時間、最大で２３時間、最大で２２時間、最大で２１時間、最大で２０時間、最大で１９
時間、最大で１８時間、最大で１７時間、最大で１６時間、最大で１５時間、最大で１４
時間、最大で１３時間、最大で１２時間、最大で１１時間、最大で１０時間、最大で９時
間、最大で８時間、最大で７時間、最大で６時間、最大で５時間、最大で４時間、最大で
３時間、最大で２時間、最大で１時間、あるいは１時間未満である。いくつかの例では、
ＵＶ－Ｂ処理は、約１時間、２時間、３時間、４時間、５時間、６時間、７時間、８時間
、９時間、１０時間、１２時間、１４時間、１６時間、１８時間、２０時間、２４時間、
３０時間、３２時間、５０時間、７２時間、あるいは７２時間よりも多い。いくつかの処
理は、以下の数値未満であるか（ｌｅｓｓ　ｔｈａｎ）、約（ａｂｏｕｔ）、あるいは少
なくとも（ａｔ　ｌｅａｓｔ）１分、２分、３分、４分、５分、６分、７分、８分、９分
、１０分、１１分、１２分、１３分、１４分、１５分、１６分、１７分、１８分、１９分
、２０分、２１分、２２分、２３分、２４分、２５分、２６分、２７分、２８分、２９分
、３０分、３１分、３２分、３３分、３４分、３５分、３６分、３７分、３８分、３９分
、４０分、４１分、４２分、４３分、４４分、４５分、４６分、４７分、４８分、４９分
、５０分、５１分、５２分、５３分、５４分、５５分、５６分、５７分、５８分、５９分
、６０分、あるいは６０分以上である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射時間は、約０時
間～約６０時間、あるいは、約５時間～約３０時間の範囲である。いくつかの例では、Ｕ
Ｖ－Ｂ処理は、約１日、２日、３日、４日、５日、６日、７日、８日、９日、１０日、１
２日、１４日、１６日、１８日、２０日、２４日、３０日、３２日、５０日、７２日であ
るか、あるいは７２日よりも多い。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は、約１日～約３０
日、約２日～約２５日、約４日～約２０日、約６日～約１８日、あるいは約８日～約１６
日の範囲である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は、約５日から約２０日、あるいは、
約２日から約３０日である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は約２日未満である。いく
つかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は約３０日よりも多い。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は
約１４日である。
【００７１】
　果物が収穫される前に、ＵＶ－Ｂ照射は一度行われてもよい。いくつかの例では、花が
開く前にＵＶ－Ｂ照射が行われる。いくつかの例では、芽が形成され始める前に、ＵＶ－
Ｂ照射が行われる。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射は最初の花粉放出の前に行われる。
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いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射は受精の前に行われる。果物バイオマスを測定すること
ができる前に、ＵＶ－Ｂ照射が一度行われてもよい。果物バイオマスを評価するための方
法は、限定されないが、果物の数を測定する工程、果物を生成する植物材料のすべての茎
の数を測定する工程、および、果物を生成する植物材料の土地被覆を測定する工程を含む
。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射は、果物が収穫されるとき、花が開くとき、芽が生じ
始めるとき、花粉が放出されるとき、受精時、および、果物バイオマスが測定されるとき
の少なくとも１つの前に、少なくともあるいは約１日、２日、３日、４日、５日、６日、
７日、８日、９日、１０日、１２日、１４日、１６日、１８日、２０日、２４日、３０日
、３２日、５０日、７２日、あるいは７２日以上行われる。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ
照射は、果物が収穫されるとき、花が開くとき、芽が生じ始めるとき、花粉が放出される
とき、受精時、および、果物バイオマスが測定されるときの少なくとも１つの前に、少な
くともあるいは約１週間、２週間、３週間、４週間、５週間、６週間、７週間、８週間、
あるいは、それ以上行われる。
【００７２】
　ＵＶ－Ｂ処理は一回量で達成され得る。いくつかの実施形態において、ＵＶ－Ｂ処理は
単一または複数時点の処理である。複数時点の処理の場合、ＵＶ－Ｂ処理は任意の適切な
間隔に分けられてもよい。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は、下記の数値未満であるか
（ｌｅｓｓ　ｔｈａｎ）、約（ａｂｏｕｔ）、ちょうど（ｅｘａｃｔｌｙ）、あるいは少
なくとも（ａｔ　ｌｅａｓｔ）１分、２分、３分、４分、５分、６分、７分、８分、９分
、１０分、１１分、１２分、１３分、１４分、１５分、１６分、１７分、１８分、１９分
、２０分、２１分、２２分、２３分、２４分、２５分、２６分、２７分、２８分、２９分
、３０分、３１分、３２分、３３分、３４分、３５分、３６分、３７分、３８分、３９分
、４０分、４１分、４２分、４３分、４４分、４５分、４６分、４７分、４８分、４９分
、５０分、５１分、５２分、５３分、５４分、５５分、５６分、５７分、５８分、５９分
、あるいは６０分の間隔をあけて離される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射は、以下の
数値未満であるか（ｌｅｓｓ　ｔｈａｎ）、約（ａｂｏｕｔ）、ちょうど（ｅｘａｃｔｌ
ｙ）、あるいは少なくとも（ａｔ　ｌｅａｓｔ）１時間、２時間、３時間、４時間、５時
間、６時間、７時間、８時間、９時間、１０時間、１１時間、１２時間、１３時間、１４
時間、１５時間、１６時間、１７時間、１８時間、１９時間、２０時間、２１時間、２２
時間、２３時間、２４時間、２５時間、２６時間、２７時間、２８時間、２９時間、３０
時間、３１時間、３２時間、３３時間、３４時間、３５時間、３６時間、３７時間、３８
時間、３９時間、４０時間、４１時間、４２時間、４３時間、４４時間、４５時間、４６
時間、４７時間、４８時間、４９時間、５０時間、５１時間、５２時間、５３時間、５４
時間、５５時間、５６時間、５７時間、５８時間、５９時間、６０時間、あるいは６０時
間を超える間隔をあけて離される。
【００７３】
　いくつかの例では、上記方法はＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露に植物苗または植物材料を晒
す工程を含む。例えば、ＵＶ－Ｂ暴露は、７日間にわたって約１２時間オン、約１２時間
オフとして与えられる。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ暴露は、約１時間、２時間、３時間
、４時間、５時間、６時間、７時間、８時間、９時間、１０時間、１１時間、１２時間、
１３時間、１４時間、１５時間、１６時間、１７時間、１８時間、１９時間、２０時間、
２１時間、２２時間、あるいは２３時間オンで、および、１時間、２時間、３時間、４時
間、５時間、６時間、７時間、８時間、９時間、１０時間、１１時間、１２時間、１３時
間、１４時間、１５時間、１６時間、１７時間、１８時間、１９時間、２０時間、２１時
間、２２時間、あるいは２３時間オフとして与えられる。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ暴
露は、少なくともあるいは約１日、２日、３日、４日、５日、６日、７日、８日、９日、
１０日、１１日、１２日、１３日、あるいは１４日間である。いくつかの例では、紫外線
暴露は、少なくともあるいは約１週間、２週間、３週間、４週間、５週間、６週間、７週
間、８週間、あるいは、それ以上の間である。別の例では、ＵＶ－Ｂ暴露は、１週間１日
当たり１０分間与えられ得る。異なる条件が、栽培者によって望まれる異なる植物品種お
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よび／または特定の結果に適応することもあることを理解されたい。
【００７４】
　ＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露は、１日当たり様々なサイクル数を含むことがある。いくつ
かの例では、１日あたりのサイクル数は、一日あたり少なくともあるいは約５０、１００
、１５０、２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０、５００、５５０、６００
、６５０、７００、７５０、８００、８５０、９００、９５０、１０００、あるいは１０
００を超えるサイクルである。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数は、１日当た
り約５０～約１００、約１００～約９００、約２００～約８００、約３００～約７００、
あるいは約４００～約６００のサイクルの範囲である。いくつかの例では、１日当たりの
サイクル数は、１日当たり約３８０～約５００あるいは約２５０～約６００のサイクルの
範囲である。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約２５０のサイク
ル未満である。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約２５０のサイ
クルよりも多い。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約４３０のサ
イクルである。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約４３３のサイ
クルである。
【００７５】
　いくつかの例では、光暴露の規則性は変動する。いくつかの例では、光はＵＶ－Ｂを用
いて富化されるか、補足される。いくつかの例では、光暴露は少なくともあるいは約２０
、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１２０、１４０、１６０、１８
０、２００、２２０、２４０、２６０、２８０、３００、３２０、３４０、３６０、３８
０、４００秒であるか、あるいは４００秒よりも多い。いくつかの例では、光暴露は、約
２０～約３００、約４０～約２００、約６０～約１４０、約８０～約１００、あるいは約
９０～約１８０秒の範囲である。いくつかの例では、光暴露は２０秒未満である。いくつ
かの例では、光暴露は３００秒を超える。いくつかの例では、光暴露は約１３０秒である
。いくつかの例では、光暴露は約１３３秒である。
【００７６】
　ＵＶ－Ｂを植物材料に照射するための方法が本明細書に記載され、ここで、上記方法は
処理中に約１２°Ｃ～約３５°Ｃの範囲で温度を維持する工程を含む。いくつかの例では
、温度は少なくともあるいは約５　°Ｃ、６°Ｃ、７°Ｃ、８°Ｃ、９°Ｃ、１０°Ｃ、
１１°Ｃ、１２°Ｃ、１３°Ｃ、１４°Ｃ、１５°Ｃ、１６°Ｃ、１７°Ｃ、１８°Ｃ、
２０°Ｃ、２２°Ｃ、２４°Ｃ、２６°Ｃ、２８°Ｃ、３０°Ｃ、３２°Ｃ、３４°Ｃ、
３６°Ｃ、３８°Ｃ、４０°Ｃ、あるいは４０°Ｃ以上で維持される。温度は約５°Ｃ～
約４０°Ｃ、約１０°Ｃ～約３０°Ｃ、あるいは約１５°Ｃ～約２５°Ｃの範囲で維持さ
れることがある。いくつかの例では、温度は処理ステージ中に苗にたいする温度損傷を回
避するために維持される。
【００７７】
　ＵＶ－Ｂの様々な投与量が本明細書で企図される。いくつかの例では、投与量は、約０
．０１ｋＪｍ－２～約３６８ｋＪ　ｍ－２の範囲である。いくつかの例では、投与量は、
約０．０１ｋＪ　ｍ２－３６８ｋＪ　ｍ－２、０．１ｋＪ　ｍ－２－３００ｋＪ　ｍ－２

、１ｋＪ　ｍ－２－２５０ｋＪ　ｍ－２、１０ｋＪ　ｍ－２－２００ｋＪ　ｍ－２、１０
０ｋＪ　ｍ－２－１５０ｋＪ　ｍ－２、２００ｋＪ　ｍ－２－３００ｋＪ　ｍ－２、２５
０ｋＪ　ｍ－２－３５０ｋＪ　ｍ－２、あるいは、３００ｋＪ　ｍ－２－３６８ｋＪ　ｍ
－２である。いくつかの例では、投与量は約０．１～約１２ｋＪ　ｍ－２の範囲である。
いくつかの例では、投与量は約１３ｋＪ　ｍ－２である。光線療法は、約１３ｋＪ　ｍ－

２、ちょうど１３ｋＪ　ｍ－２、あるいは少なくとも１３ｋＪ　ｍ－２の投与量であって
もよい。いくつかの例では、投与量は約３７ｋＪ　ｍ－２である。いくつかの例では、投
与量は約６９ｋＪ　ｍ－２である。いくつかの例では、投与量は約７８ｋＪ　ｍ－２であ
る。いくつかの例では、投与量は約９８ｋＪ　ｍ－２である。いくつかの例では、投与量
は約１００ｋＪ　ｍ－２である。光線療法は、約１００ｋＪ　ｍ－２、ちょうど１００ｋ
Ｊ　ｍ－２、あるいは１００ｋＪ　ｍ－２以上の投与量であってもよい。いくつかの例で
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は、投与量は約１２５ｋＪ　ｍ－２である。いくつかの例では、投与量は約２０４ｋＪ　
ｍ－２である。光線療法は、約１３ｋＪ　ｍ－２～１００ｋＪ　ｍ－２投与量範囲であっ
てもよい。ＵＶ－Ｂは、約１ｋＪ　ｍ－２－１０００ｋＪ　ｍ－２、１０ｋＪ　ｍ－２－
８００ｋＪ　ｍ－２、２０ｋＪ　ｍ－２－６００ｋＪ　ｍ－２、３０ｋＪ　ｍ－２－４０
０ｋＪ　ｍ－２、５０ｋＪ　ｍ－２－２００ｋＪ　ｍ－２、１００ｋＪ　ｍ－２－１５０
ｋＪ　ｍ－２、３０ｋＪ　ｍ－２－６０ｋＪ　ｍ－２、あるいは１５０ｋＪ　ｍ－２－２
５０ｋＪ　ｍ－２の範囲の投与量であり得る。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは、０ｋＪ　
ｍ－２－２０ｋＪ　ｍ－２、２０ｋＪ　ｍ－２－４０ｋＪ　ｍ－２、４０ｋＪ　ｍ－２－
６０ｋＪ　ｍ－２、６０ｋＪ　ｍ－２－８０ｋＪ　ｍ－２、あるいは、８０ｋＪ　ｍ－２

－１００ｋＪ　ｍ－２の範囲である。
【００７８】
　ＵＶ－Ｂの様々な放射照度が使用されてもよい。場合によっては、放射照度は、約４ｘ
１０－５　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１～約１．３ｘ１０－４　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１の範囲で
ある。放射照度範囲は、約４ｘ１０－５　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１、ちょうど４ｘ１０－５

　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１、あるいは少なくとも４ｘ１０－５　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１であ
り得る。場合によっては、放射照度は、約１．３ｘ１０－４　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１、ち
ょうど１．３ｘ１０－４　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１、あるいは１．３ｘ１０－４　Ｗ　ｃｍ
－２　ｓ－１以上の範囲である。放射照度範囲は、約４ｘ１０－５Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１

－６ｘ１０－５Ｗｃｍ－２　ｓ－１、６ｘ１０－５　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１－８ｘ１０－

５Ｗｃｍ－２　ｓ－１、８ｘ１０－５　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１－１ｘ１０－４Ｗｃｍ－２

　ｓ－１、あるいは１ｘ１０－４　Ｗ　ｃｍ－２　ｓ－１－１．５ｘ１０－５Ｗｃｍ－２

　ｓ－１でありえる。投与量は水和プロトコルなどの処理プロトコルに対して変化するこ
とがある。
【００７９】
　いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は少なくともあるいは約１０、１２、１４、１
６、１８、２０、２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４、３６、３８、４０、４２
、４４、４６、４８、５０、５２、５４、５６、５８、６０、６２、６４、６６、６８、
７０、７２、７４、７６、７８、８０、８２、８４、８６、８８、９０、９２、９４、９
６、９８、１００ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１、あるいは１００ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ
－１以上である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は、約１５～約８０、約１５～
約２５、約１６～約２４、あるいは約２５～約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１の範囲で
ある。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約１５ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１より
も低い。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約２５ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１を
超える。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約８０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１を
超える。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約２０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１で
ある。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約３０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１であ
る。
【００８０】
　いくつかの例では、ＵＶ－Ｂが別の波長の光と同時投与される場合、別の波長の光と比
較して、ＵＶ－Ｂは富化される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは、別の波長の光よりも、
少なくともあるいは約１５％、２０％　２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０
％、６０％、７０％、８０％、９０％、１００％、１２５％、１５０％、１７５％、２０
０％、２２５％、２５０％、２７５％、３００％、あるいは３００％以上富化される。い
くつかの例では、ＵＶ－Ｂは補足される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは光照射中の主波
長である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは光照射用の光の少なくともあるいは約１５％、
２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、６０％、７０％、８０％、
９０％、１００％を含む。
【００８１】
　植物苗または植物材料へＵＶ－Ｂを照射するための方法が本明細書に記載され、上記方
法は、いくつかの実施形態では、約４００～約８００ｎｍの範囲の可視光の照射を含む。
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可視光は、ＵＶ光と同時に、または別々に照射されてもよい。場合によっては、可視光は
約あるいは最大で５００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１で照射される。いくつかの例では、可
視光は、約あるいは最大で４００　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、約あるいは最大で３００
　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、約あるいは最大で２００　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、約
あるいは最大で１００　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、約あるいは最大で５０　ｕｍｏｌ　
ｍ－２　ｓ－１、または、約５０　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１あるいは５０　ｕｍｏｌ　
ｍ－２　ｓ－１未満で投与される。しばしば、可視光は約５０ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１

で照射される。場合によっては、約２０ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１の可視光が照射される
。しばしば、可視光は、１０　ｍ－２　ｓ－１－５５０　ｍ－２　ｓ－１、２０　ｍ－２

　ｓ－１－５００　ｍ－２　ｓ－１、４０　ｍ－２　ｓ－１－４５０　ｍ－２　ｓ－１、
４５　ｍ－２　ｓ－１－４００　ｍ－２　ｓ－１、５０　ｍ－２　ｓ－１－３５０　ｍ－

２　ｓ－１、１００　ｍ－２　ｓ－１－３００　ｍ－２　ｓ－１、あるいは１００　ｍ－

２　ｓ－１－２００　ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１の範囲の光子番号を有することができる
。
【００８２】
　顕著なことに、可視光はＵＶ光ではなく、ゆえに、処理においてＵＶ－ＢとＵＶ－Ａの
両方を利用した非特許文献１および特許文献１における先行技術の処理とは区別すること
ができる。いくつかの例では、可視光を含めることで植物へのいかなるＤＮＡ損傷も防ぐ
。いくつかの例では、可視光をふくめることで、紫外線暴露によって得られた有益な耐久
性特性が広がりやすくなる。
【００８３】
　植物苗または植物材料へＵＶ－Ｂを照射するための方法が本明細書に記載され、上記方
法は、いくつかの実施形態では、青い可視光の照射を含む。いくつかの例では、青い可視
光は、ＤＮＡに対するＵＶ損傷の起こりうる有害作用を回避するのを助ける。いくつかの
例では、青い光は光子の修復に有益である。いくつかの例では、青い可視光あるいは青い
光は、約４５０（±５ｎｍ）～約５００ｎｍ、あるいは約４５５～約４９２ｎｍで照射さ
れるか、あるいはピークに達している。いくつかの例では、青い可視光あるいは青い光は
、少なくともあるいは約４３０ｎｍ、４３５ｎｍ、４４０ｎｍ、４４５ｎｍ、４５０ｎｍ
、４５５ｎｍ、４６０ｎｍ、４６５ｎｍ、４７０ｎｍ、４７５ｎｍ、４８０ｎｍ、４８５
ｎｍ、あるいは４９０ｎｍで照射されるか、あるいはピークに達している。いくつかの例
では、青い可視光あるいは青い光は、４３０ｎｍ～４８０ｎｍ、あるいは４４０ｎｍ～４
６０ｎｍの範囲で照射されるか、あるいはピークに達している。いくつかの例では、青い
可視光あるいは青い光は、約４５０ｎｍで照射されるか、あるいはピークに達している。
いくつかの例では、青い可視光あるいは青い光は、約４５３ｎｍで照射されるか、あるい
はピークに達している。
【００８４】
　青い光の放射照度は、限定されないが、５、１０、２０　３０、４０、５０、６０、７
０、８０、９０、１００、２００、３００、４００、５００、６００、７００、８００、
９００、１０００、２０００、３０００、４０００、５０００、６０００ｕｍｏｌ　ｍ－

２　ｓ－１、あるいは６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１以上を含む。青い光の放射照度
は約５～約５０００、約５～約２０００、約２０～約８００、約４０～約６００、約６０
～約４００、約８０～約２００、約３０～約１３０、あるいは約３３～約１３３ｕｍｏｌ
　ｍ－２　ｓ－１の範囲であってもよい。いくつかの例では、青い光の放射照度は約６０
ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１である。いくつかの例では、青い光の放射照度は約６６ｕｍｏ
ｌ　ｍ－２　ｓ－１である。
【００８５】
　植物苗または植物材料へＵＶ－Ｂを照射するための方法が本明細書に記載され、上記方
法は、いくつかの実施形態では、赤い可視光の照射を含む。いくつかの例では、赤色の可
視光の利点は、茎生長の調節などの、植物の成長に対する補完的効果である。赤い可視光
あるいは赤い光は、約６５５～約６８０ｎｍ、約６２０ｎｍ～約６９０ｎｍ、あるいは約
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６４０ｎｍ～約６８０ｎｍの範囲で照射されるか、あるいはピークに達している。いくつ
かの例では、赤い可視光あるいは赤い光は、６２０ｎｍ（±５ｎｍ）、約６３０ｎｍ、約
６４０ｎｍ、約６６０ｎｍ、約６７０ｎｍ、約６８０ｎｍ、約６９０ｎｍ、約７００ｎｍ
、約７１０ｎｍ、約７２０ｎｍ、約７３０ｎｍ、約７４０ｎｍ、あるいは約７５０ｎｍ（
±５ｎｍ）で照射されるか、あるいは、ピークに達している。いくつかの例では、赤い可
視光あるいは赤い光は約６６０ｎｍで照射されるか、あるいは、ピークに達している。い
くつかの例では、赤い可視光あるいは赤い光は約６５９ｎｍで照射されるか、あるいは、
ピークに達している。
【００８６】
　赤い光の放射束密度は、限定されないが、５、１０、２０　３０、４０、５０、６０、
７０、８０、９０、１００、２００、３００、４００、５００、６００、７００、８００
、９００、１０００、２０００年、３０００、４０００、５０００、６０００ｕｍｏｌ　
ｍ－２　ｓ－１、あるいは６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１以上を含む。赤い光の放射
照度は約５～約５０００、約３０～約３０００、約２０～約８００、約４０～約６００、
約６０～約４００、約６６～約２６６、７０～約３００、約８０～約２００、あるいは約
３０～約１３０ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１の範囲であってもよい。いくつかの例では、赤
い光の放射照度は約１３０ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１である。いくつかの例では、赤い光
の放射照度は約１３３ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１である。
【００８７】
　さらに、特定のデバイスがＵＶ光の照射に特に効率的であり得るため、処理条件は、利
用されるデバイスの種類に依存し得る。
【００８８】
　先に記載された様々な処理条件および処理の組み合わせが使用されてもよい。処理条件
は、限定されないが、植物から光源までの処理距離（ｍｍ）、移動光源の速度（ｍｍ／秒
）、光源タイミングサイクル（各暴露の規則性、秒）、１日当たりのサイクル数、ＵＶ－
Ｂの放射照度（ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１）、ＵＶ－Ｂのピーク波長、赤い光の放射照
度（ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１）、赤い光のピーク波長（ｎｍ）、青い光の放射照度（ｕ
ｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１）、青い光のピーク波長（ｎｍ）、および処理の総日数を含む。
いくつかの例では、処理条件は、１つの条件、２つの条件、３つの条件、４つの条件、お
よびこれらの並べ替えと組み合わせを含み得る。例えば、処理条件は、植物材料への光源
の様々な距離を含む。いくつかの例では、植物材料から光源への距離は、約５～約２００
、約１０～約１６０、約２０～約１４０、約３０～約１２０、あるいは約４０～約６０ｍ
ｍの範囲である。いくつかの例では、植物材料と光源との間の距離は約５０ｍｍである。
いくつかの例では、植物材料と光源との間の距離は約７０ｍｍである。いくつかの例では
、処理条件は光源の移動を含む。いくつかの例では、移動光源の速度は、１秒あたり少な
くともあるいは約２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１２０、
１４０、１６０、１８０、２００ミリメートル（ｍｍ／秒）であるか、あるいは２００ミ
リメートル（ｍｍ／秒）を超える。いくつかの例では、移動光源の速度は、約５～約２０
０、約１０～約１６０、約２０～約１００、あるいは約４０～約６０ｍｍ／秒の範囲であ
る。いくつかの例では、移動光源の速度は約５３ｍｍ／秒である。いくつかの例では、光
源はＵＶ－Ｂを照射する。いくつかの例では、処理条件はＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露を含
む。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露は、一日あたり少なくともあるいは約
５０、１００、１５０、２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０、５００、５
５０、６００、６５０、７００、７５０、８００、８５０、９００、９５０、１０００、
あるいは１０００を超えるサイクルを含む。いくつかの例では、１日当たりのサイクル数
は１日当たり約２５０のサイクルよりも多い。いくつかの例では、１日当たりのサイクル
数は１日当たり約４３３のサイクルである。いくつかの例では、処理条件は、ＵＶ－Ｂで
富化したあるいは補足した光の照射を含む。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは、約２８０ｎ
ｍから約２９０ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３００ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３１０ｎｍ、約２
８０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３００ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３１０ｎｍ、
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約２９０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約３００ｎｍ～約３１０ｎｍ、約３００ｎｍ～約３２０ｎ
ｍ、あるいは約３１０ｎｍ～約３２０ｎｍで照射されるか、ピークに達している。いくつ
かの例では、ＵＶ－Ｂは２８０ｎｍ（±５ｎｍ）から２８４ｎｍ（±５ｎｍ）、２７９ｎ
ｍ～約２８８ｎｍ（±５ｎｍ）、約２８９ｎｍ～約３００ｎｍ、あるいは２８６ｎｍ～約
３０５ｎｍ（±５ｎｍ）で照射されるか、ピークに達している。いくつかの例では、ＵＶ
－Ｂは２８２ｎｍでピークに達している。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは２９２ｎｍでピ
ークに達している。いくつかの例では、処理条件はＵＶ－Ｂ処理の様々な持続時間を含む
。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は、約１日、２日、３日、４日、５日、６日、７日、
８日、９日、１０日、１２日、１４日、１６日、１８日、２０日、２４日、３０日、３２
日、５０日、７２日であるか、あるいは７２日よりも多い。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ
処理は、約１日～約３０日、約２日～約２５日、約４日～約２０日、約６日～約１８日、
あるいは約８日～約１６日の範囲である。処理条件は光暴露であってもよい。いくつかの
例では、光曝露は少なくともあるいは約２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９
０、１００、１２０、１４０、１６０、１８０、２００、２２０、２４０、２６０、２８
０、３００、３２０、３４０、３６０、３８０、４００秒であるか、あるいは４００秒よ
りも多い。いくつかの例では、光暴露は、約２０～約３００、約４０～約２００、約６０
～約１４０、約８０～約１００、あるいは約９０～約１８０秒の範囲である。いくつかの
例では、光暴露は約１３３秒である。光暴露は、ＵＶ－Ｂで富化されたあるいは補足され
た光を含むことがある。いくつかの例では、処理条件はＵＶ－Ｂの様々な放射照度を含む
。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は少なくともあるいは約１０、１２、１４、１
６、１８、２０、２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４、３６、３８、４０、４２
、４４、４６、４８、５０、５２、５４、５６、５８、６０、６２、６４、６６、６８、
７０、７２、７４、７６、７８、８０、８２、８４、８６、８８、９０、９２、９４、９
６、９８、１００ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１、あるいは１００ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ
－１以上である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は、約１５～約８０、約１５～
約２５、あるいは約２５～約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１の範囲である。いくつかの
例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約２０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１である。いくつかの例
では、ＵＶ－Ｂの放射照度は約３０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１である。処理条件は青い
光および赤い光の少なくとも１つの照射を含むことがある。いくつかの例では、青い可視
光あるいは青い光は、少なくともあるいは約４３０ｎｍ、４３５ｎｍ、４４０ｎｍ、４４
５ｎｍ、４５０ｎｍ、４５５ｎｍ、４６０ｎｍ、４６５ｎｍ、４７０ｎｍ、４７５ｎｍ、
４８０ｎｍ、４８５ｎｍ、あるいは４９０ｎｍで照射されるか、あるいはピークに達して
いる。いくつかの例では、青い可視光あるいは青い光は、４３０ｎｍ～４８０ｎｍ、ある
いは４４０ｎｍ～４６０ｎｍの範囲で照射されるか、あるいはピークに達している。いく
つかの例では、青い可視光あるいは青い光は、約４５３ｎｍで照射されるか、あるいはピ
ークに達している。青い光の放射照度は、限定されないが、５、１０、２０　３０、４０
、５０、６０、７０、８０、９０、１００、２００、３００、４００、５００、６００、
７００、８００、９００、１０００、２０００、３０００、４０００、５０００、６００
０ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、あるいは６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１以上を含む。
いくつかの例では、青い光の放射照度は約６６ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１である。いくつ
かの例では、赤い可視光あるいは赤い光は、６２０ｎｍ（±５ｎｍ）、約６３０ｎｍ、約
６４０ｎｍ、約６６０ｎｍ、約６７０ｎｍ、約６８０ｎｍ、約６９０ｎｍ、約７００ｎｍ
、約７１０ｎｍ、約７２０ｎｍ、約７３０ｎｍ、約７４０ｎｍ、あるいは約７５０ｎｍ（
±５ｎｍ）で照射されるか、あるいは、ピークに達している。いくつかの例では、赤い可
視光あるいは赤い光は約６５９ｎｍで照射されるか、あるいは、ピークに達している。赤
い光の放射照度は、５、１０、２０　３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１０
０、２００、３００、４００、５００、６００、７００、８００、９００、１０００、２
０００、３０００、４０００、５０００、６０００ｕｍｏｌ　ｍ２　ｓ－１、あるいは６
０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１以上の値を含む。いくつかの例では、赤い光の放射照度
は約１３３ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１である。
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【００８９】
　様々なタイプの苗および植物材料への照射と多くの植物材料への照射は、本明細書の開
示に一致している。本明細書の処理に晒された例示的な植物材料は、植物苗あるいは他の
材料、例えば、匍匐茎、苗後の植物、葉、根、茎頂分裂組織（ｓｈｏｏｔ　ｍｅｒｉｓｔ
ｅｍｓ）、植物全体照射、植物全体の利用、例えば、水耕法であるいはエアロポニックス
で成長させた植物全体を含む。場合によっては、植物は、果実および野菜からなる群から
選択される。いくつかの例では、植物苗あるいは植物材料は、グリーンレタス、レッドレ
タス、トマト、キュウリ、ブロッコリー、薬草作物、アサ、イチゴ、およびナスからなる
群から選択される。いくつかの例では、植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なく
とも１つに由来する。いくつかの例では、植物苗または植物材料は商業上重要な作物であ
る。上記方法は、限定なく、多種多様な他の作物タイプにも適用可能であり得る。
【００９０】
　ＵＶ－Ｂで富化あるいは補足された光を作物植物へ照射するための方法およびデバイス
が本明細書に記載される。いくつかの例では、作物植物は果実植物である。いくつかの例
では、作物植物はバラ科の植物である。いくつかの例では、バラ科植物はイチゴ属のもの
である。作物植物は、フラガリア・チロエンシス、フラガリア・ダルトニアナ、フラガリ
ア・グラウカ、フラガリア・イイヌマエ、フラガリア・イトゥルペンシス、フラガリア・
モスカータ、フラガリア・モウピネンシス、フラガリア・ニルゲルレンシス、フラガリア
・ニッポニカ、フラガリア・ニッポニカ・ヤクシメンシス、フラガリア・ヌビコラ、フラ
ガリア・オリエンタリス、フラガリア・ヴェスカ、フラガリア・ウィルギニアーナ、フラ
ガリア・ヴィリディス、フラガリア・イゾエンシス、フラガリア×アナナッサ、フラガリ
ア×コーマラム、およびフラガリア×ヴェスカーナを含む種であってもよい。いくつかの
例では、植物はイチゴ植物である。いくつかの例では、イチゴ植物は、６月にできる（Ｊ
ｕｎｅ－ｂｅａｒｉｎｇ）、絶えず実を付けている、および、中日性のイチゴ植物の少な
くとも１つである。
【００９１】
　本明細書に記載されるような方法およびデバイスが植物材料に投与されてもよい。いく
つかの例では、植物材料は匍匐茎である。いくつかの例では、植物材料は種子である。い
くつかの例では、植物材料は苗である。いくつかの例では、植物材料は、発育、あるいは
その光合成の大部分からの後胚期組織への依存を介するなどして、幼苗期を過ぎて発育し
た成長中の植物である。
【００９２】
　ＵＶ－Ｂは植物材料の繁殖段階で照射されることがある。いくつかの例では、繁殖段階
は匍匐茎を含む。いくつかの例では、繁殖段階はシュートを含む。いくつかの例では、繁
殖段階は切り枝を含む。
【００９３】
　本明細書に記載されるような方法とデバイスとともに使用される様々な栽培システムが
使用されてもよい。例えば、植物材料は土壌で育てられる。いくつかの例では、植物材料
は水耕栽培またはエアロポニックスを使用して育てられる。植物は、従来の温室条件ある
いは垂直農法条件などの制御された温室条件下で育てられる。代替的に、植物は屋外で育
てられる。
【００９４】
デバイス
【００９５】
　多くのデバイスは本明細書に開示されるような方法と処理のレシピの実施に一致してい
る。いくつかの例では、上記デバイスは、本出願に記載されるデバイスなどのあらかじめ
定義されたＵＶ投与レジメンを施す能力を有しており、本開示で好ましく使用されるパラ
メーターは、容易に調節および制御され得る。
【００９６】
　いくつかの例では、上記デバイスは、処理中に少なくとも１つの発光体と標的領域の相
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対的な位置を変える移動コンベアを含む。このように、コンベアが発光体の位置を移動さ
せると、多くの植物苗が処理期間中に好適かつ正確に処理され得る。
【００９７】
　いくつかの例では、デバイスは、発光ダイオード（ＬＥＤ）を介して本開示に従ってＵ
Ｖ光を照射する。
【００９８】
　いくつかの例では、デバイスはＵＶ光とともに可視光を同時照射するように構成され、
これは、上に議論された理由から有益である。
【００９９】
　いくつかのこうしたデバイスは、本明細書に記載されるような処理条件および処理の組
み合わせを施すように構成される。例えば、デバイスは、植物から光源までの処理距離（
ｍｍ）、移動光源の速度（ｍｍ／秒）、光源タイミングサイクル（各暴露の規則性、秒）
、１日当たりのサイクル数、ＵＶ－Ｂの放射照度（ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１）、ＵＶ
－Ｂのピーク波長、赤い光の放射照度（ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１）、赤い光のピーク波
長（ｎｍ）、青い光の放射照度（ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１）、青い光のピーク波長（ｎ
ｍ）、および処理の総日数の少なくとも１つを制御する。
【０１００】
　いくつかの例では、デバイスは、植物材料までの光源の固定されたあるいは決められた
距離でその光源を調節あるいは保持するように構成される。いくつかの例では、植物材料
から光源への距離は、約５～約２００、約１０～約１６０、約２０～約１４０、約３０～
約１２０、あるいは約４０～約６０ｍｍの範囲である。いくつかの例では、植物材料と光
源との間の距離は約５０ｍｍである。いくつかの例では、植物材料と光源との間の距離は
約７０ｍｍである。
【０１０１】
　いくつかの例では、デバイスは、光源の移動を制御する。いくつかの例では、移動光源
の速度は、１秒あたり少なくともあるいは約２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０
、９０、１００、１２０、１４０、１６０、１８０、２００ミリメートル（ｍｍ／秒）で
あるか、あるいは２００ミリメートル（ｍｍ／秒）を超える。いくつかの例では、移動光
源の速度は、約５～約２００、約１０～約１６０、約２０～約１００、あるいは約４０～
約６０ｍｍ／秒の範囲である。いくつかの例では、移動光源の速度は約５０ｍｍ／秒であ
る。
【０１０２】
　本明細書のデバイスは、ＵＶ－Ｂ、あるいは約２８０ｎｍ～約２９０ｎｍ、約２８０ｎ
ｍ～約３００ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３１０ｎｍ、約２８０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約２９
０ｎｍ～約３００ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３１０ｎｍ、約２９０ｎｍ～約３２０ｎｍ、約
３００ｎｍ～約３１０ｎｍ、約３００ｎｍ～約３２０ｎｍ、あるいは、約３１０ｎｍ～約
３２０ｎｍの範囲でピークに達する本開示の全体にわたる波長開示と一致する波長の範囲
で、単独であるいは可視光と組み合わせて、ＵＶ光を照射するように構成される。いくつ
かの例では、ＵＶ－Ｂは２８０ｎｍ（±５ｎｍ）から２８４ｎｍ（±５ｎｍ）、２７９ｎ
ｍ～約２８８ｎｍ（±５ｎｍ）、約２８９ｎｍ～約３００ｎｍ、あるいは２８６ｎｍ～約
３０５ｎｍ（±５ｎｍ）で照射されるか、ピークに達している。いくつかの例では、ＵＶ
－Ｂは２８２ｎｍでピークに達している。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂは２９２ｎｍでピ
ークに達している。
【０１０３】
　本明細書のデバイスは、連続的な一回照射、あるいはＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露などの
規則的な反復光のために構成される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ光の繰り返し暴露は、
一日あたり少なくともあるいは約５０、１００、１５０、２００、２５０、３００、３５
０、４００、４５０、５００、５５０、６００、６５０、７００、７５０、８００、８５
０、９００、９５０、１０００、あるいは１０００を超えるサイクルを含む。いくつかの
例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約２５０のサイクルよりも多い。いくつか
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の例では、１日当たりのサイクル数は１日当たり約４３０のサイクルである。
【０１０４】
　デバイスはしばしば、設定された処理時間を管理するように構成される。例えば、ＵＶ
－Ｂ処理は、約１日、２日、３日、４日、５日、６日、７日、８日、９日、１０日、１２
日、１４日、１６日、１８日、２０日、２４日、３０日、３２日、５０日、７２日である
か、あるいは７２日よりも多い。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ処理は、約１日～約３０日
、約２日～約２５日、約４日～約２０日、約６日～約１８日、あるいは約８日～約１６日
の範囲である。いくつかの例ではデバイスは光暴露を制御する。いくつかの例では、光曝
露は少なくともあるいは約２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、
１２０、１４０、１６０、１８０、２００、２２０、２４０、２６０、２８０、３００、
３２０、３４０、３６０、３８０、４００秒であるか、あるいは４００秒よりも多い。い
くつかの例では、光暴露は、約２０～約３００、約４０～約２００、約６０～約１４０、
約８０～約１００、あるいは約９０～約１８０秒の範囲である。光暴露は、ＵＶ－Ｂで富
化されたあるいは補足された光を含むことがある。
【０１０５】
　本明細書に記載されるようなデバイスは指定された投与量または放射照度の光を照射す
るように構成されることがある。例えば、デバイスは様々な放射照度のＵＶ－Ｂを照射す
るように構成される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は少なくともあるいは約１
０、１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４、３６
、３８、４０、４２、４４、４６、４８、５０、５２、５４、５６、５８、６０、６２、
６４、６６、６８、７０、７２、７４、７６、７８、８０、８２、８４、８６、８８、９
０、９２、９４、９６、９８、１００ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１、あるいは１００ｕｍ
ｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１以上である。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂの放射照度は、約１５
～約８０、約１５～約２５、あるいは約２５～約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２　ｓ－１の範囲
である。
【０１０６】
　デバイスは青い光と赤い光の少なくとも１つと連動してＵＶ－ＢだけあるいはＵＶ－Ｂ
を照射するように構成されてもよい。いくつかの例では、青い光は、少なくともあるいは
約４３０ｎｍ、４３５ｎｍ、４４０ｎｍ、４４５ｎｍ、４５０ｎｍ、４５５ｎｍ、４６０
ｎｍ、４６５ｎｍ、４７０ｎｍ、４７５ｎｍ、４８０ｎｍ、４８５ｎｍ、あるいは４９０
ｎｍで照射されるか、あるいはピークに達している。いくつかの例では、青い光は、４３
０ｎｍ～４８０ｎｍ、あるいは４４０ｎｍ～４６０ｎｍの範囲で照射されるか、あるいは
ピークに達している。いくつかの例では、青い可視光あるいは青い光は、約４５０ｎｍで
照射されるか、あるいはピークに達している。青い光の放射照度は、限定されないが、５
、１０、２０　３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、２００、３００、
４００、５００、６００、７００、８００、９００、１０００、２０００、３０００、４
０００、５０００、６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、あるいは６０００ｕｍｏｌ　ｍ
－２　ｓ－１以上を含む。いくつかの例では、赤い可視光あるいは赤い光は、６２０ｎｍ
（±５ｎｍ）、約６３０ｎｍ、約６４０ｎｍ、約６６０ｎｍ、約６７０ｎｍ、約６８０ｎ
ｍ、約６９０ｎｍ、約７００ｎｍ、約７１０ｎｍ、約７２０ｎｍ、約７３０ｎｍ、約７４
０ｎｍ、あるいは約７５０ｎｍ（±５ｎｍ）で照射されるか、あるいは、ピークに達して
いる。いくつかの例では、赤い可視光あるいは赤い光は約６６０ｎｍで照射されるか、あ
るいは、ピークに達している。赤い光の放射照度は、限定されないが、５、１０、２０、
３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、２００、３００、４００、５００
、６００、７００、８００、９００、１０００、２０００、３０００、４０００、５００
０、６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１、あるいは６０００ｕｍｏｌ　ｍ－２　ｓ－１以
上を含む。
【０１０７】
　耐久性および／あるいは改善された作物の収量または品質を定量化または予測する方法
【０１０８】
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　若い植物を評価するために使用され得る様々な方法があるが、本明細書に記載されるよ
うに、収穫時に作物の収量および／あるいは品質を促進させるためのＵＶ光の使用に特に
関連する、単一のおよび十分に有効な方法は現在存在していない。
【０１０９】
　本明細書に記載されるような方法を用いて処理された植物材料中の植物パフォーマンス
は、処理されなかった対応物植物材料と比較して、植物パフォーマンスの改善をもたらす
ことがある。いくつかの例では、植物材料の耐久性は本明細書に記載されるような方法を
用いて改善される。いくつかの例では、植物パフォーマンスは、フラボノイドレベル、ア
ントシアニンレベル、大きさ、乾燥重量、窒素指標、シュート乾燥重量、シュート長さ、
根の長さ、色素産生、葉の大きさ、胚軸の長さ、葉緑素レベル、葉面積、および根乾燥重
量の少なくとも１つを含む。いくつかの例では、植物パフォーマンスは収量である。いく
つかの例では、収量は、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、
果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート
生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種
子発芽速度の少なくとも１つである。いくつかの例では、収量は果物生重量である。いく
つかの例では、収量はブリックス含有量である。いくつかの例では、収量は収穫された果
物の数である。いくつかの例では、収量は分枝である。いくつかの例では、収量は開花す
る部分の数である。
【０１１０】
　いくつかの例では、本明細書に記載されるような方法およびデバイスは、収穫された果
物の数の増大によって決定されるような収量の改善をもたらす。いくつかの例では、本明
細書に記載されるような方法およびデバイスは、１エーカー当たり、少なくともあるいは
約３０００、４０００、５０００、６０００、７０００、８０００、９０００、１０００
０、１２０００、１４０００、１６０００、１８０００、２００００、２４０００、２８
０００、３２０００、３６０００、４００００、５００００、６００００、８００００、
１０００００、あるいは１０００００ポンド以上の収穫された果物をもたらす。いくつか
の例では、本明細書に記載されるような方法およびデバイスは、１エーカー当たり約３０
００～約１０００００、約４０００～約８００００、約６０００～約６００００、約１０
０００～約４００００、あるいは２００００～約３００００ポンドの範囲の果物をもたら
す。いくつかの例では、本明細書に記載された方法およびデバイスは１エーカー当たり収
穫された５００００ポンド以上をもたらす。いくつかの例では、本明細書に記載された方
法およびデバイスは、１エーカー当たり、少なくともあるいは約３０００、４０００、５
０００、６０００、７０００、８０００、９０００、１００００、１２０００、１４００
０、１６０００、１８０００、２００００、２４０００、２８０００、３２０００、ある
いは３２０００以上のトレーをもたらす。いくつかの例では、それぞれのトレーは約９．
５ポンド～約１０ポンドを含む。
【０１１１】
　いくつかの例では、本明細書に記載されるような方法およびデバイスは、平均的な果物
バイオマスの増大によって決定されるような収量の改善をもたらす。いくつかの例では、
本明細書に記載されるような方法およびデバイスは、行の１フィート当たり、少なくとも
あるいは約０．１、０．２、０．２５、０．３、０．４、０．５、０．６、０．７、０．
８、０．９、１．０、１．２５、１．５、１．７５、２．０、２．２５、２．５、２．７
５、３．０、３．５、４．０、５．０、あるいは５．０ポンド以上の果物をもたらす。い
くつかの例では、本明細書に記載されるような方法およびデバイスは、行の１フィート当
たり、約０．１～約５．０、約０．２～約４．０、約０．３～約３．５、約０．４～約３
．０、あるいは０．５～約２．５、あるいは０．７５～約２ポンドの範囲の果物をもたら
す。いくつかの例では、果物はトマト、イチゴ、あるいはアサである。いくつかの例では
、果物はイチゴである。
【０１１２】
　いくつかの例では、本明細書に開示されるＵＶ－Ｂレジメンを用いて照射されていない
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対応植物材料と比較すると、収量は有意な割合で改善される。収量は、約５％－１００％
、１０％－９０％、２０％－８０％、３０％－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％
、６５％－８５％、あるいは７５％－９５％改善されることがある。収量は、少なくとも
約４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１
５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４
５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９
５％、９９％、または１００％改善されることがある収量は少なくともあるいは約５％改
善されてもよい。収量は少なくともあるいは約１０％改善されてもよい。収量は少なくと
もあるいは約３０％改善されてもよい。収量は少なくともあるいは約５０％改善されても
よい。
【０１１３】
　改善された収量は、いくつかの例では、ＵＶ－Ｂで富化あるいは補足された光の照射後
に生じる。いくつかの例では、改善された収量は、ＵＶ－Ｂで富化あるいは補足された光
の照射から約１日、２日、３日、４日、５日、６日、７日、８日、９日、１０日、１２日
、１４日、１６日、１８日、２０日、２４日、３０日、３２日、５０日、７２日、あるい
は７２日以上後に生じる。いくつかの例では、改善された収量は、ＵＶ－Ｂで富化あるい
は補足された光の照射から少なくとも生じる、あるいは約１週間、２週間、３週間、４週
間、５週間、６週間、７週間、８週間、９週間、１０週間、１１週間、１２週間、あるい
は１２週間以上後に生じる。
【０１１４】
　改善された収量は、感染に対する耐性によって測定されることがある。感染は、限定さ
れないが、真菌、卵菌、細菌、ウイルス、ウイロイド、ウイルス様の生物、フィトプラズ
マ、原虫、線虫、および寄生植物を含む生物によって引き起こされることがある。場合に
よっては、本明細書の方法における記載されるような植物材料のＵＶ－Ｂ処理後、収量は
、そのような生物によって引き起こされた感染にもかかわらず、影響を受けないか、ある
いは、改善される。場合によっては、本明細書の方法における記載されるような植物材料
のＵＶ－Ｂ処理後、収量は、非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、そのような生物によっ
て引き起こされた感染にもかかわらず、改善される。場合によっては、収量はそのような
生物によって引き起こされた感染について調べられる。しばしば、収量は、葉の病気、黒
穂病、茎腐れ病、および、種と根の病気の少なくとも１つについて調べられる。
【０１１５】
　いくつかの例では、改善された収量は、作物収量に影響を与えることなく、肥料、除草
剤、殺虫剤、および農薬の使用の減少の少なくとも１つによって測定される。肥料、除草
剤、殺虫剤、あるいは農薬の使用の減少は、州全体平均あるいは全国平均に対する１０年
間にわたる作物の産業的な使用と比較して、決定されてもよい。肥料の使用の減少は少な
くとも５％であってもよい。場合によっては、費用の減少は約５％－１００％、１０％－
９０％、２０％－８０％、３０％－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％、６５％－
８５％、あるいは７５％－９５％の範囲である。いくつかの例では、除草剤の使用の減少
は少なくとも５％である。場合によっては、除草剤の減少は、約５％－１００％、１０％
－９０％、２０％－８０％、３０％－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％、６５％
－８５％、あるいは７５％－９５％の範囲である。いくつかの例では、殺虫剤の使用の減
少は少なくとも５％である。場合によっては、殺虫剤の減少は、約５％－１００％、１０
％－９０％、２０％－８０％、３０％－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％、６５
％－８５％、あるいは７５％－９５％の範囲である。いくつかの例では、農薬の使用の減
少は少なくとも５％である。場合によっては、農薬の減少は、約５％－１００％、１０％
－９０％、２０％－８０％、３０％－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％、６５％
－８５％、あるいは７５％－９５％の範囲である。
【０１１６】
　これに応じて、ＵＶ－Ｂ補足あるいは富化は、農薬の使用、除草剤の使用、肥料の投与
、あるいは水の投与が収量の同時の低下なく未処理の植物材料に対して減らされ得るよう



(30) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40

50

に、作物を育てる方法を可能にする。場合によっては、ＵＶ－Ｂ補足は、収量の低下なく
全体的な環境影響の実質的な減少を可能にする。
【０１１７】
　改良収量は、非ＵＶ－Ｂ照射植物材料とＵＶ－Ｂ照射された植物材料の比較によって決
定されてもよい。いくつかの例では、収量における改良は、同様の条件下で成長した作物
と比較されるＵＶ－Ｂ照射された植物材料と、本明細書に記載される方法を用いてＵＶ－
Ｂを照射されない植物材料から結果として生じる作物において決定される。同様の条件は
同様の環境または同様の成長条件であってもよい。環境要因としては、限定されないが、
日光曝露、温度、土壌組成、土壌水分、風、湿度、および土壌ｐＨが挙げられる。成長条
件としては、限定されないが、潅水の量、農薬の量、除草剤の量、殺虫剤の量、プライミ
ングの持続時間、発芽の持続時間、また播種のタイミングが挙げられる。いくつかの例で
は、結果として生じる作物は同じ時に育てられた作物と比較される。例えば、同じ時に育
てられた作物は、隣接して、あるいは、近くの畑で育てられる。いくつかの例では、結果
として生じた作物は前回の栽培期の作物と比較される。いくつかの例では、結果として生
じた作物の収量は比較可能な作物と比較される。いくつかの例では、比較可能な作物の収
量は標準収量と呼ばれる。いくつかの例では、比較可能な作物は、同じ時に育てられるか
、同様の成長条件に晒される作物である。
【０１１８】
　改良収量は、非ＵＶ－Ｂ照射植物材料を含む畑と、ＵＶ－Ｂ照射された植物材料を含む
畑との比較によって決定されてもよい。いくつかの例では、収量の改善は、同様の条件下
で育てられた作物を含む畑と比較されるＵＶ－Ｂ照射された植物材料からの畑と、本明細
書に記載される方法を用いてはＵＶ－Ｂを照射されない植物材料からの畑の結果として生
じる作物において決定される。同様の条件は同様の環境または同様の成長条件であっても
よい。環境要因としては、限定されないが、日光曝露、温度、土壌組成、土壌水分、風、
湿度、および土壌ｐＨが挙げられる。成長条件としては、限定されないが、潅水の量、農
薬の量、除草剤の量、殺虫剤の量、プライミングの持続時間、発芽の持続時間、また播種
のタイミングが挙げられる。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射された植物材料を含む畑は
、同じ時に育てられた非ＵＶ－Ｂ照射植物材料を含む畑と比較される。畑は隣接する畑あ
るいは近くの畑であってもよい。畑は比較可能なサイズの畑であってもよい。いくつかの
例では、ＵＶ－Ｂ照射された植物材料を含む畑は、前回の栽培期から非ＵＶ－Ｂ照射植物
材料を含む畑と比較される。いくつかの例では、ＵＶ－Ｂ照射された植物材料を含む畑は
、非ＵＶ－Ｂ照射植物材料を含む畑の過去の平均と比較される。いくつかの例では、ＵＶ
－Ｂ照射された植物材料を含む畑は、非ＵＶ－Ｂ照射植物材料を含む畑の予想平均収量と
比較される。いくつかの例では、畑の予想される平均収量は、全国平均に基づく。いくつ
かの例では、畑の予想される平均収量は、特定の成長領域の過去の平均に基づく。
【０１１９】
　本開示の利点を評価する例示的な方法は、下記に詳細に記載されるような「耐久性指数
（Ｈａｒｄｉｎｅｓｓ　ｉｎｄｅｘ）」である。これは、処理に応じた植物の重要な組み
合わされた生理学的変化に関連するように、ＵＶ光に対する苗の反応を評価するための一
体型の方法である。言いかえれば、同時に生じたいくつかの重要な生理学的反応の観察は
、植物が、長期的な植物成長およびその後の作物の収量および／あるいは品質の改善に有
益となるはずのやり方で処理に反応したということの１つの指標である。
【０１２０】
　異なる作物の種類、品種、および生育位置の苗が、これらの特定の苗の耐久性を十分に
評価するために、修正された耐久性指数を必要とし得ることが理解されよう。耐久性指数
に対する修正は、必要に応じて他の苗または生育の環境変数の統合を含み得る。
【０１２１】
　耐久性指数
【０１２２】
　本明細書の全体にわたって、耐久性指数との用語は、以下に提供される計算に従って定
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義される：
【０１２３】
【数１】

式中、
　Ｈ＝耐久性
　ＳＤＷ＝シュート乾燥重量
　ＳＳＬＷ＝シュートの比葉重
　ＳＬＡ＝シュートの葉面積
　Ｔ＝処理した植物；および
　Ｎ＝処理していない植物。
【０１２４】
　シュートの比葉重（ＳＳＬＷ）は、単位葉面積当たりの葉の乾燥重量の比率を定義し、
一方で、シュートの葉面積（ＳＬＡ）は葉面積を単に定義する。
【０１２５】
　さらに、「１／ＳＬＡ」関数の使用が、参照の便宜上、陽性のＨ値を単に提供するため
のものであり得、本開示にとって必要不可欠なものではないことが理解されよう。
【０１２６】
　この１／ＳＬＡ関数がなければ、Ｈ値は、特定の状況では理解するのがより難しくなる
こともある（しかし不可能ではない）。その理由は、Ｈ値が、場合によっては、耐久性の
改善とともに減少し得るからである。この結果は、植物のシュート葉面積（ＳＬＡ）が、
本開示にかかるＵＶ暴露の結果として増大するときに生じ得る。ＳＬＡのこの増大は、複
数の植物品種の耐久性の改善とみなされることもある。
【０１２７】
　しかし、他の植物品種において、ＵＶ処理は、ＳＬＡの増加にもたらすこともあり、こ
れは、実際にその品種の耐久性を増加させ得る。そのような場合では、以下に示されるよ
うな耐久性指数を適応させることが有益であり得、その結果、ＳＬＡは１／ＳＬＡではな
くなる。
【０１２８】
【数２】

【０１２９】
　それにもかかわらず、耐久性指数は適応されることもあり、植物品種のこうした差を説
明することが可能であり得ることは明らかである。
【０１３０】
　例えば、３．０１から１５の間のＨ値を有する植物苗は、処理後に増加した耐久性を示
すものであると特定され得る。３．０１の低いＨ値は、３つの値の各々が、１に等しいあ
るいは１を超える値を示すはずであることを反映しており、これは、ＵＶ処理の結果とし
ての植物苗に対する正の変化を反映している。したがって、１５のＨ値は、植物の耐久性
に対する非常に著しい改善または予測を表している。３．０１から１５の間の範囲のＨ値
は、この範囲が、屋外環境で典型的なストレスにより耐える可能性が高い全体的な植物特
性に対応するため、有益であると考えられる。
【０１３１】
　Ｈ値のわずかな増加でさえ、相対的な耐久特性の比較的大きな増加を意味し得る。例え
ば、０．１のＨ値の増加は、相対的な耐久性の１０％の増加を示す。
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【０１３２】
　Ｈ値を測定するには、典型的に植物苗を破壊する必要があることが理解されよう。した
がって、束（ｂａｔｃｈ）からの個別の試験用の苗を用いて、束または束からの個別の植
物苗を選択する前に、その束に対する典型的なＨ値を判定してもよい。
【０１３３】
　いくつかの例では、耐久性は、熱、洪水、干ばつ、凍結、異常な気候事象、塩分ストレ
ス、および、高い可視光ストレスの少なくとも１つの後の改善された弾性を含む。いくつ
かの例では、ＵＶ－Ｂ照射された植物苗または植物材料の改善された弾性は、ストレスに
晒されたにもかかわらず発芽する能力を含む。いくつかの例では、植物苗または植物材料
は、熱、洪水、干ばつ、凍結、異常な気候事象、塩分ストレス、および、高い可視光スト
レスの少なくとも１つの後に調べられる。
【０１３４】
　本明細書に開示されるＵＶ－Ｂレジメンで照射されなかった対応苗あるいは植物材料と
比較すると、ＵＶ－Ｂを照射された苗または植物材料の耐久性は、有意な割合だけ増加す
ることもある。耐久性は、約５％－１００％、１０％－９０％、２０％－８０％、３０％
－７０％、４０％－６０％、５０％－９５％、６５％－８５％、あるいは７５％－９５％
改善されることがある。耐久性は、少なくとも約４％、５％、６％、７％、８％、９％、
１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、
２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、
７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９９％、または１００％改善される
ことがある耐久性は少なくともあるいは約５％改善されることがある。耐久性は少なくと
もあるいは約１０％改善されることがある。耐久性は少なくともあるいは約３０％改善さ
れることがある。耐久性は少なくともあるいは約５０％改善されることがある。
【０１３５】
　収穫時の作物の耐久性および／または収量を評価または予測するためのさらなる方法は
、限定されないが、相対成長率、あるいは「ＲＧＲ」（数日間で区切られた第１と第２の
時点の間の成長パラメーターの変化であって、第１の時点のもともとの大きさに対して表
される）（これは収穫の時点の実際の作物収量を測定するためにしばしば使用される）、
葉のフェノール性化学物質の増加の取り込み；苗の光合成の健康の増大の取り込み；およ
び／あるいは、苗の胚軸長の減少の取り込みを含む。
【０１３６】
　いくつかの例では、本明細書に記載されるような方法処理と、耐久性指数および／また
はＲＧＲの使用は、耐久性および／または後の作物の収量あるいは品質の増加に関連する
有益な結果を測定するために使用される。いくつかの例では、この方法論は、後の成長期
の間に同じ又は類似するＵＶ処理を受ける苗または関連する苗を選択する、あるいは、後
の苗の処置の間に特定のＵＶ投与量レジメンを使用するための機構を可能にする。例えば
、耐久性指数の増加を最初に有すると示された苗はしばしば、その後、作物の収量および
品質の増加をもたらすように進められる。代替的に、後の処置は、結果をさらに改善する
ために予備試験のＲＧＲに依存して微調整され得る。
【０１３７】
　有益な結果をもたらすために特定の波長範囲のＵＶ－Ｂを使用する工程を含む方法が本
明細書で提供される。いくつかの例では、該方法は、広範囲の植物で作物の収量および／
あるいは品質を有益に改善すると見られている。いくつかの例では、該方法は、苗の乾燥
重量を増加させる、葉重量または比葉重を増加させる、および／あるいは葉面積を減少さ
せると見られている。いくつかの例では、該方法はさらに、傷つきやすい植物において有
害となり得る、暴風損害、病気、および害虫攻撃を含むストレスから植物を保護するよう
にも見える。いくつかの例では、該方法は、予備的研究において多種多様な植物にうまく
作用すると見られている。
【０１３８】
定義
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　他に定義されない限り、本明細書で使用されるすべての技術的および科学的用語は、本
開示が属する当該技術分野における当業者によって一般に理解されるものと同じ意味を有
する。本明細書で言及される特許および公報はすべて、参照により取り込まれる。
【０１３９】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用されるように、単数形（「ａ」、「ａｎｄ」、及び
「ｔｈｅ」）は、文脈が明確に別のことを示していない限り、複数の言及を含む。
【０１４０】
　「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」との用語は、「限定されないが、～を含む（ｉｎｃｌ
ｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」を意味するために使用される。
「含む」と「限定されないが、～を含む」は交換可能に使用される。
【０１４１】
　「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇあるいはｃｏｍｐｒｉｓｅ）」との用語は、本明細書で
使用されるように、要素を「含む」請求項あるいはリストが、列挙されていない追加の要
素を挙げることを妨げられないように、制約のないセットを参照することを意図している
。
【０１４２】
　本明細書で使用されるような「播種用の種」との用語は、のちに使用される（典型的に
は、ヒトと動物に摂取されること。ただし、これだけに限定されない）植物または作物の
任意の形態を育てるための植栽の前の、および、上記植栽に使用されるように意図された
、任意の胚の植物を指す。実質的にあらゆる種類の種が本開示に従って使用され得、この
うち、米国特許８，００１，７２２号に明記されるように、現時点で世界的に知られてい
る約３５，０００の種類がある。その結果は、種子のＵＶ－Ｂ処理が任意の植物種に拡張
可能な植物パフォーマンスを改善したことを示している。
【０１４３】
　種子のいくつかの非限定的な例は、レタス、豆、ブロッコリー、キャベツ、ニンジン、
カリフラワー、キュウリ、メロン、玉ねぎ、エンドウ、コショウ、カボチャ、ホウレンソ
ウ、西洋カボチャ、スイートコーン、トマト、スイカ、アルファルファ、キャノーラ、ト
ウモロコシ、綿、モロコシ、大豆、テンサイ、小麦、ミント、ヒマワリ、あるいは他の農
業的あるいは鑑賞用に関連する植物種などの農業用または観賞用の植物の種子である。
【０１４４】
　「種子」との用語は、保護外部被覆で囲まれた胚の植物を指す。種子の形成は、裸子植
物と被子植物を含む、種子植物（ｓｐｅｒｍａｔｏｐｈｙｔｅ）である種子植物（ｓｅｅ
ｄ　ｐｌａｎｔ）中の再生産プロセスの一部である。種子は、母植物内での花粉による受
精とある程度の成長の後の、熟した胚珠の生成物である。胚芽は接合体と胚珠の外皮の種
皮から成長する。
【０１４５】
　「種子発芽」との用語は、種子胚芽が苗へ成長するプロセスを指す。それは、成長をも
たらす代謝経路の活性化と、小根または種子根および幼芽またはシュートの発生を含む。
一般的に、種子発芽は層化によって始められ、これはその元々の生態学的な設定に従って
植物種で変動する。しばしば均一ではないが、種子発芽は、水分吸収、誘導期、および小
根出現を含む三相プロセスを介して生じる。種子発芽は、限定されないが、水、酸素、温
度、および光を含む環境要因の影響を受けることがある。
【０１４６】
　「植物パフォーマンス」との用語は、本明細書で使用されるように復元力と成長の少な
くとも１つを改善することを指す。復元力とは、本明細書で使用されるように、種子、苗
、結果として生じる植物、収穫前後の結果として生じた作物に影響を与えかねない生物的
あるいは非生物的な環境ストレスを指す。「成長」とは一般的に、健康なあるいは「最善
のシナリオ」の成長条件下のパフォーマンスなどの生物的あるいは非生物的なストレスの
ない状態でのパフォーマンスを指す。成長条件によっては、復元力の増大と成長における
改善が成長条件次第では収量を増加させることができるということが観察される。成長と
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復元力の両方を改善することは、成長条件とは無関係に、未処理の種子に由来する収穫可
能な作物材料関連植物の収量を改善する効果があることが観察される。植物パフォーマン
スは、場合によっては、たとえ大雑把に定義されるとして収量が影響を受けないとしても
、植物の価値が単位収量につき増大するように、収穫可能な作物材料の品質を改善するこ
とを指す。改善されたストレス復元力のいくつかの非限定的な例は、改善された耐乾燥性
、塩分ストレス、移植ショック、長期的な耐久性、高い可視光ストレス、害虫ストレス、
菌真菌あるいは細菌のストレス、または他の病気関連のストレスである。「作物生産性」
との用語は、場合によっては、「植物パフォーマンス」とは交換可能に使用されてもよい
。
【０１４７】
　本明細書で使用されるような「長期的な耐久性」あるいは「耐久性」との用語は、作物
生産中に１つ以上のストレスに耐え、かつ、収穫時に植物の望ましい収量および／または
品質を可能にする、植物の能力を指す。改善された収量がどのように測定されるかのいく
つかの非限定的な例は、播種用の種子がＵＶ－Ｂで処理されなかった収穫可能な作物材料
と比較して、レタスの葉、大豆、トマト果実などの収穫可能な作物材料の重量を含む。改
善された収量がどのように測定されるかの他の例は、新鮮なシュートの重量あるいは植物
全体の乾燥重量、処理方法に起因する種子の改善された発芽、および、結果として生じる
植物の改善された水使用効率を含む。場合によっては、改善された品質は、作物に傷（内
部あるいは表面のいずれか。一般には昆虫による傷）がないこと、改善された貯蔵寿命、
きずや他の収穫後の取り扱いに対する改善された耐性、奇形がないこと、不揃いな形状が
ないこと、不揃いなサイズがないこと、改善された味、大きさ、形状、色、および、組織
の少なくとも１つの定量的または定性的な評価として評価される。本開示の利点は、スト
レス弾性および植物の収量の両方が観察された（しばしば、これらの形質は逆相関関係で
作用することがあり、このとき、耐性はＵＶ－Ｃ処理で見られるような収量を犠牲にして
達成される）ということである。
【０１４８】
　本明細書で使用されるような「紫外線（ＵＶ）照射」との用語は、可視光よりも短いが
、Ｘ線よりも長く、かつ、（３ｅＶから１２４ｅＶに相当する）１０ｎｍから４００ｎｍ
の範囲の間である波長を有する電磁放射を指す。ＵＶ照射スペクトルは、人間には見えな
いと考えられているため、約４００ｎｍから７００ｎｍのスペクトル内の可視光とは区別
される。
【０１４９】
　本明細書で使用されるような「ＵＶ－Ｂ照射」との用語は、とりわけ（ＵＶ－Ｂ範囲と
して本明細書で記載されるに）３２０ｎｍから２８０ｎｍの周波帯内の放射線を指す。こ
れは、ＵＶ－Ｃ周波帯（２８０～１００ｎｍ）とＵＶ－Ａ周波帯（４００－３２０ｎｍ）
から識別可能である。それは、ＵＶ－Ｂ照射を提供するが他のＵＶ照射も含む自然の太陽
光とは識別可能でなければならない。場合によっては、ＵＶ－Ｂ照射はＬＥＤ光を介して
照射される。
【０１５０】
　本明細書で使用されるような「収穫可能な作物材料」との用語は、のちの目的のために
、あるいはヒトまたは動物に消費されるために、収穫され得る植物に由来する任意の材料
を指す。しばしば、作物材料は、食物として消費される、あるいは、のちの植栽または繁
殖目的に使用される、収穫された種子である。収穫された材料はとしては、限定されない
が、果物、野菜、木、低木、草、薬草、および上記の作物材料のいずれか１つの抽出物ま
たは成分が挙げられる。場合によっては、本開示は、実際に収穫される材料であるか、あ
るいは、収穫されることなく植物パフォーマンスを構築するために使用される材料である
。耕作されることを意図していない材料の非限定的な例は森林再生である。収穫可能な作
物材料のいくつかの非限定的な例は、レタス、豆、ブロッコリー、キャベツ、ニンジン、
カリフラワー、キュウリ、メロン、玉ねぎ、エンドウ、コショウ、カボチャ、ホウレンソ
ウ、西洋カボチャ、スイートコーン、トマト、スイカ、アルファルファ、キャノーラ、ト
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ウモロコシ、綿、モロコシ、大豆、テンサイ、小麦、およびこれらの組み合わせである。
【０１５１】
　「果物」は厳密には、植物の任意の種子含有器官を指す。非公式には、この用語は、場
合によっては、通常収穫することができる材料を指す。
【０１５２】
　本明細書で使用されるような「フラボノイド」との用語は、２つのフェニル環および複
素環（Ｃ６－Ｃ３－Ｃ－６）からなる、１５の炭素骨格の一般構造を有する植物の２次代
謝産物のクラスを指す。フラボノイドは、場合によっては、その蓄積レベルの増加が植物
ストレス耐性の増加に対応するように、ストレス耐性に関連付けられる。「改善された作
物収量」、「改善された成長」、「改善された植物パフォーマンス」、あるいは「改善さ
れた耐久性」との用語は、本明細書では交換可能に使用される。こうした用語は、大きな
果物、大きな茎、大きな葉、大きな花、あるいは上記のいずれかの任意の組み合わせを有
することがある植物を指す。肥大化した植物の組織は、野生型の植物の少なくとも１％、
２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％、１０％、１５％、２０％、３０％、
４０％、５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、９９％、またはそれ以上である。
【０１５３】
　本明細書の「光強度」との用語は、限定されないが、放射強度、光度、放射照度、放射
輝度、強度、明るさ、輝度、測光、および放射測定を含む、本明細書に記載される光の測
定を指す。
【０１５４】
　「放射強度」との用語は、ワット毎ステラジアン（Ｗ／ｓｒ）で測られた放射量を指す
。
【０１５５】
　「光度」との用語は、１ステラジアン（ｌｍ／ｓｒ）あるいは１カンデラ（ｃｄ）当た
りのルーメンで測定された測光量を指す。
【０１５６】
　「放射照度」との用語は、１平方メートル当たりのワット（Ｗ／ｍ２）で測定された放
射量を指す。
【０１５７】
　「放射輝度」との用語は、強度（Ｗ・ｓｒ－１・ｍ－２）を指す。
【０１５８】
　「輝度」との用語は、放射輝度（ｌｍ・ｓｒ－１・ｍ－２）に相当する測光を指す。
【０１５９】
　「測光」との用語は、ヒトの眼に対するその認められた明るさの観点からの光の測定を
指す。
【０１６０】
　「明るさ」との用語は、供給源の輝度によって誘発された主観的な認知を指す。
【０１６１】
　「標準レジメン」との用語は、業界基準を指す。
【０１６２】
　ある数に関して使用されるような「約」との用語は、その数の１０％以下からその数の
１０％以上までの範囲を指す。ある範囲に関して本明細書で使用されるような「約」との
用語は、その表記された範囲の最低値の１０％以下からその表記された最高値の１０％以
上までを指す。
【０１６３】
　波長に関して本明細書で使用されるような「約」との用語は、その数字の１％以下から
その数の１％以上までを指す。
【０１６４】
　本明細書全体にわたって、「約」のこの定義適用は随意であり、「約任意のある数」と
は、その数の＋／－１０％を指すものと理解され、代替的には、ちょうどその数、あるい
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はその数プラスその数の単一単位または他の近似値を意味するものと理解される。
【０１６５】
番号付けされた実施形態
　番号付けされた実施形態１は、長期的な耐久性を改善するおよび／あるいは作物の収量
ならびに／または品質を改善するために、植物苗を処理する方法を含み、上記方法は、の
ちの成長期の前に、植物苗を２８０－３１０ｎｍの間のみの少なくとも１つの波長を有す
る紫外線（ＵＶ）照射に晒す工程を特徴とする。番号付けされた実施形態２は、番号付け
された実施形態１の方法を含み、ここで、紫外線照射を用いる植物苗の処理は屋内で実施
される。番号付けされた実施形態３は、番号付けされた実施形態１－２の方法を含み、２
－１５日の範囲でＵＶ光に植物苗を晒す工程をさらに含む。番号付けされた実施形態４は
、番号付けされた実施形態１－３の方法を含み、ＵＶ光の繰り返し暴露に植物苗を晒す工
程をさらに含む。番号付けされた実施形態５は、番号付けされた実施形態１－４の方法を
含み、処理中に約１２°Ｃ～３５°Ｃの間で温度を維持する工程をさらに含む。番号付け
された実施形態６は、番号付けされた実施形態１－５の方法を含み、２８０－３０５ｎｍ
の範囲内のＵＶ波長への暴露をさらに含む。番号付けされた実施形態７は、番号付けされ
た実施形態１－６の方法を含み、２８０－２９０ｎｍの範囲内のピークＵＶ波長への暴露
をさらに含む。番号付けされた実施形態８は、番号付けされた実施形態１－７の方法を含
み、植物苗は果物と野菜の種である。番号付けされた実施形態９は、番号付けされた実施
形態１－８の方法を含み、植物苗は、グリーンレタス、レッドレタス、トマト、キュウリ
、ブロッコリー、薬草作物、およびナスを含む群から選択される。番号付けされた実施形
態１０は、植物苗へ紫外線（ＵＶ）照射を与えるためのデバイスを含み、上記デバイスは
、２８０－３１０ｎｍの範囲内の少なくとも１つの波長を有する紫外線（ＵＶ）照射を与
えるように構成されることを特徴とする。番号付けされた実施形態１１は、番号付けされ
た実施形態１－１０のデバイスを含み、上記デバイスは、処置中に少なくとも１つの発光
体の相対的位置および標的領域を変更する移動コンベアを含む。番号付けされた実施形態
１２は、番号付けされた実施形態１－１１のデバイスを含み、発光体は少なくとも１つの
発光ダイオード（ＬＥＤ）である。番号付けされた実施形態１３は、番号付けされた実施
形態１－１２のデバイスを含み、デバイスは４００～８００ｎｍの間の可視スペクトル中
の少なくとも１つの波長を照射するように構成される。番号付けされた実施形態１４は、
番号付けされた実施形態１－１３のデバイスを含み、デバイスは４００～５００ｎｍの間
の青色の可視スペクトル中の少なくとも１つの波長を照射するように構成される。番号付
けされた実施形態１５は、番号付けされた実施形態１－１４のデバイスを含み、デバイス
は６５５－６８０ｎｍの間の赤色の可視スペクトル中の少なくとも１つの波長を照射する
ように構成される。番号付けされた実施形態１６は、長期的な耐久性および／あるいは作
物の収量ならびに／または作物の品質を改善する方法を含み、上記方法は、（ａ）後の成
長期の前に、植物苗を２８０－３１０ｎｍの間のみの少なくとも１つの波長を有する紫外
線（ＵＶ）光に晒す工程；および、（ｂ）後の成長期のために植物苗を選択する工程を特
徴とする。番号付けされた実施形態１７は、番号付けされた実施形態１－１６の方法を含
み、工程（ｂ）は、見込みのある有益な特性を示す同様のＵＶ処理を受ける苗あるいは関
連する苗を選択するために、植物苗の耐久性および／または植物苗あるいは植物の結果と
して生じる作物収量あるいは作物品質を予測あるいは評価する工程を含む。番号付けされ
た実施形態１９は、番号付けされた実施形態１－１８のいずれか１つの処理の後の植物苗
、植物、あるいは収穫可能な作物を含む。番号付けされた実施形態２０は、耐久性と植物
収量を改善するための方法を含み、植物材料に、２８０ｎｍから２９０ｎｍまでのＵＶ波
長に富化した光を照射する工程を含む。番号付けされた実施形態２１は、番号付けされた
実施形態１－２０の方法を含み、植物材料はバラ科の植物の材料を含む。番号付けされた
実施形態２２は、番号付けされた実施形態１－２１の方法を含み、バラ科の材料はイチゴ
属の植物である。番号付けされた実施形態２３は、番号付けされた実施形態１－２２の方
法を含み、植物材料は匍匐茎である。番号付けされた実施形態２４は、番号付けされた実
施形態１－２３の方法を含み、植物材料は種子である。番号付けされた実施形態２５は、



(37) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40

50

番号付けされた実施形態１－２４の方法を含み、植物材料は苗である。番号付けされた実
施形態２６は、番号付けされた実施形態１－２５の方法を含み、植物材料は植物である。
番号付けされた実施形態２７は、番号付けされた実施形態１－２６の方法を含み、光は２
８０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態２８は、番号付けされた実施
形態１－２７の方法を含み、光は２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実
施形態２９は、番号付けされた実施形態１－２８の方法を含み、光は青い光を含む。番号
付けされた実施形態３０は、番号付けされた実施形態１－２９の方法を含み、光は赤い光
を含む。番号付けされた実施形態３１は、番号付けされた実施形態１－３０の方法を含み
、光は少なくとも１日照射される。番号付けされた実施形態３２は、番号付けされた実施
形態１－３１の方法を含み、光は少なくとも１４日間照射される。番号付けされた実施形
態３３は、番号付けされた実施形態１－３２の方法を含み、光は約１４日間照射される。
番号付けされた実施形態３４は、番号付けされた実施形態１－３３の方法を含み、収量は
、改善された果物生重量、収穫された果物の改善された数、収穫され改善されたブリック
ス含有量、改善された果物幅、改善された果物長さ、改善された葉サイズ、改善された葉
の表面積、改善された乾燥重量、改善された窒素含有量、改善されたシュート乾燥重量、
改善されたシュート生重量、改善された根乾燥重量、改善された野菜発育、果実部分の改
善された収量、果実部分の増加した重量、改善された耐久性、および、増加した種子発芽
速度からなる群から選択される。番号付けされた実施形態３５は、番号付けされた実施形
態１－３４の方法を含み、収量は非ＵＶ－Ｂ照射種子の植物と比較して、少なくとも５％
改善される。番号付けされた実施形態３６は、番号付けされた実施形態１－３５の方法を
含み、耐久性は、暴風損害によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、日
光暴露によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、病気によって引き起こ
されたストレスに対する改善された耐性、および、昆虫によって引き起こされたストレス
に対する改善された耐性からなる群から選択される。番号付けされた実施形態３７は、虫
害による損失に影響を与えることなく、農薬の使用を減少させることによって、作物を育
てる方法を含み、上記方法は：（ａ）２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも
１つのＵＶ波長に富化にした光を、植物材料に照射する工程；（ｂ）標準的な農薬レジメ
ンの９５％以下を与える工程；および、（ｃ）作物を収穫する工程であって、作物が標準
的な農薬レジメンで提供されるがＵＶ光で補われなかった比較可能な作物よりも大きな収
量を与える、工程、を含む。番号付けされた実施形態３８は、作物における耐久性と植物
収量を改善するための方法を含み、上記方法は、（ａ）２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの
範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化にした光を、植物材料に照射する工程；（ｂ）農
薬レジメンを提供する工程であって、農薬レジメンが標準的な農薬レジメンの５０％以下
である、工程；（ｃ）作物を収穫する工程；および、（ｄ）植物収量を測定する工程であ
って、作物が標準的な農薬レジメンで提供されるがＵＶ光で補われなかった比較可能な作
物よりも大きな収量を与える、工程、を含む。番号付けされた実施形態３９は、番号付け
された実施形態１－３８の方法を含み、植物材料はバラ科の植物からの植物材料を含む。
番号付けされた実施形態４０は、番号付けされた実施形態１－３９の方法を含み、バラ科
の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態４１は、番号付けされた実施形態１－
４０の方法を含み、植物材料は匍匐茎である。番号付けされた実施形態４２は、番号付け
された実施形態１－４１の方法を含み、植物材料は種子である。番号付けされた実施形態
４３は、番号付けされた実施形態１－４２の方法を含み、植物材料は苗である。番号付け
された実施形態４４は、番号付けされた実施形態１－４３の方法を含み、植物材料は植物
である。番号付けされた実施形態４５は、番号付けされた実施形態１－４４の方法を含み
、光は２８０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態４６は、番号付けさ
れた実施形態１－４５の方法を含み、光は２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付け
された実施形態４７は、番号付けされた実施形態１－４６の方法を含み、光は青い光を含
む。番号付けされた実施形態４８は、番号付けされた実施形態１－４７の方法を含み、光
は赤い光を含む。番号付けされた実施形態４９は、番号付けされた実施形態１－４８の方
法を含み、光は少なくとも１日照射される。番号付けされた実施形態５０は、番号付けさ
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れた実施形態１－４９の方法を含み、光は少なくとも１４日間照射される。番号付けされ
た実施形態５１は、番号付けされた実施形態１－５０の方法を含み、光は約１４日間照射
される。番号付けされた実施形態５２は、番号付けされた実施形態１－５１の方法を含み
、収量は、改善された果物生重量、収穫された果物の改善された数、収穫され改善された
ブリックス含有量、改善された果物幅、改善された果物長さ、改善された葉サイズ、改善
された葉の表面積、改善された乾燥重量、改善された窒素含有量、改善されたシュート乾
燥重量、改善されたシュート生重量、改善された根乾燥重量、改善された野菜発育、果実
部分の改善された収量、果実部分の増加した重量、改善された耐久性、および、増加した
種子発芽速度からなる群から選択される。番号付けされた実施形態５２は、番号付けされ
た実施形態１－５１の方法を含み、収量は非ＵＶ－Ｂ照射種子の植物と比較して、少なく
とも５％改善される。番号付けされた実施形態５３は、番号付けされた実施形態１－５２
の方法を含み、耐久性は、暴風損害によって引き起こされたストレスに対する改善された
耐性、日光暴露によって引き起こされたストレスに対する改善された耐性、病気によって
引き起こされたストレスに対する改善された耐性、および、昆虫によって引き起こされた
ストレスに対する改善された耐性からなる群から選択される。番号付けされた実施形態５
４は、番号付けされた実施形態１－５３の方法を含み、農薬レジメンは、標準農薬レジメ
ンの６０％以下である。番号付けされた実施形態５５は、番号付けされた実施形態１－５
４の方法を含み、農薬レジメンは、標準農薬レジメンの７０％以下である。番号付けされ
た実施形態５６は、番号付けされた実施形態１－５５の方法を含み、農薬レジメンは、標
準農薬レジメンの８０％以下である。番号付けされた実施形態５７は、番号付けさた実施
形態１－５６のいずれか１つの作物を含む。番号付けされた実施形態５８は、番号付けさ
た実施形態１－５７のいずれか１つの畑を含む。番号付けされた実施形態５９は、作物植
物の果実成分の収量を改善するための方法を含み、上記方法は：果物が収穫される少なく
とも７週間前に、２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富
化した光を、植物材料に照射する工程を含む。番号付けされた実施形態６０は、番号付け
された実施形態１－５９の方法を含み、光は２８０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付
けされた実施形態６１は、番号付けされた実施形態１－６０の方法を含み、光は２９０ｎ
ｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態６２は、番号付けされた実施形態１
－６１の方法を含み、光は青い光を含む。番号付けされた実施形態６３は、番号付けされ
た実施形態１－６２の方法を含み、光は赤い光を含む。番号付けされた実施形態６４は、
番号付けされた実施形態１－６３の方法を含み、光は少なくとも１日にわたって処理レジ
メ
ンを用いて照射される。番号付けされた実施形態６５は、番号付けされた実施形態１－６
４の方法を含み、光は少なくとも１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される。
番号付けされた実施形態６６は、番号付けされた実施形態１－５９の方法を含み、光は約
１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態６７は、
番号付けされた実施形態１－６６の方法を含み、光は一日あたり合計で約１０時間照射さ
れる。番号付けされた実施形態６８は、番号付けされた実施形態１－６７の方法を含み、
植物材料はバラ科の植物に由来する。番号付けされた実施形態６９は、番号付けされた実
施形態１－６８の方法を含み、バラ科の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態
７０は、番号付けされた実施形態１－６９の方法を含み、植物材料は果実植物由来である
。番号付けされた実施形態７１は、番号付けされた実施形態１－７０の方法を含み、植物
材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形
態７２は、番号付けされた実施形態１－７１の方法を含み、植物材料は匍匐茎である。番
号付けされた実施形態７３は、番号付けされた実施形態１－７２の方法を含み、植物材料
は種子である。番号付けされた実施形態７４は、番号付けされた実施形態１－７３の方法
を含み、植物材料は苗である。番号付けされた実施形態７５は、番号付けされた実施形態
１－７４の方法を含み、植物材料は植物である。番号付けされた実施形態７６は、番号付
けされた実施形態１－７５の方法を含み、改善された収量は、果物生重量、収穫された果
物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素
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含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、
果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度からなる群から選択される。番号付けさ
れた実施形態７７は、番号付けされた実施形態１－７６の方法を含み、改善された収量は
果物生重量である。番号付けされた実施形態７８は、番号付けされた実施形態１－７７の
方法を含み、果物生重量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改善され
る。番号付けされた実施形態７９は、番号付けされた実施形態１－７８の方法を含み、改
善された収量は収穫された果物の数である。番号付けされた実施形態８０は、番号付けさ
れた実施形態１－７９の方法を含み、収穫された果物の数は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比
較して、少なくとも１０％改善される。番号付けされた実施形態８１は、番号付けされた
実施形態１－８０の方法を含み、改善された収量は開花する部分の増加である。番号付け
された実施形態８２は、番号付けされた実施形態１－８１の方法を含み、改善された収量
は改善されたブリックス含有量である。番号付けされた実施形態８３は、番号付けされた
実施形態１－８２の方法を含み、収量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも
５％改善される。番号付けされた実施形態８４は、作物植物の果実成分の収量を改善する
ための方法を含み、上記方法は：植物材料の繁殖段階中に、２８０ｎｍから２９０ｎｍま
での範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化した光を、植物材料に照射する工程を含む。
番号付けされた実施形態８５は、番号付けされた実施形態１－８４の方法を含み、光は２
８０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態８６は、番号付けされた実施
形態１－８５の方法を含み、光は２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実
施形態８７は、番号付けされた実施形態１－８６の方法を含み、光は青い光を含む。番号
付けされた実施形態８８は、番号付けされた実施形態１－８７の方法を含み、光は赤い光
を含む。番号付けされた実施形態８９は、番号付けされた実施形態１－８８の方法を含み
、光は少なくとも１日にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施
形態９０は、番号付けされた実施形態１－８９の方法を含み、光は少なくとも１４日間に
わたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態９１は、番号付けさ
れた実施形態１－９０の方法を含み、光は約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照
射される。番号付けされた実施形態９２は、番号付けされた実施形態１－９１の方法を含
み、光は一日あたり合計で約１０時間照射される。番号付けされた実施形態９３は、番号
付けされた実施形態１－９２の方法を含み、植物材料はバラ科の植物に由来する。番号付
けされた実施形態９４は、番号付けされた実施形態１－９３の方法を含み、バラ科の植物
はイチゴ属である。番号付けされた実施形態９５は、番号付けされた実施形態１－９４の
方法を含み、植物材料は果実植物由来である。番号付けされた実施形態９６は、番号付け
された実施形態１－９５の方法を含み、植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なく
とも１つに由来する。番号付けされた実施形態９７は、番号付けされた実施形態１－９６
の方法を含み、改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量
、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量
、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、
および、種子発芽速度からなる群から選択される。番号付けされた実施形態９８は、番号
付けされた実施形態１－９７の方法を含み、改善された収量は果物生重量である。番号付
けされた実施形態９９は、番号付けされた実施形態１－９８の方法を含み、果物生重量は
非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも５％改善される。番号付けされた実施形
態１００は、番号付けされた実施形態１－９９の方法を含み、改善された収量は収穫され
た果物の数である。番号付けされた実施形態１０１は、番号付けされた実施形態１－１０
０の方法を含み、収穫された果物の数は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なくとも
１０％改善される。番号付けされた実施形態１０２は、番号付けされた実施形態１－１０
１の方法を含み、改善された収量は開花する部分の増加である。番号付けされた実施形態
１０３は、番号付けされた実施形態１－１０２の方法を含み、改善された収量は改善され
たブリックス含有量である。番号付けされた実施形態１０４は、番号付けされた実施形態
１－１０３の方法を含み、改善された収量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較して、少なく
とも５％改善される。番号付けされた実施形態１０５は、番号付けされた実施形態１－１
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０４の方法を含み、改善された収量は光の照射から少なくとも１週間後に生じる。番号付
けされた実施形態１０６は、番号付けされた実施形態１－１０５の方法を含み、改善され
た収量は、光の照射の１週間、２週間、３週間、４週間、５週間、６週間、７週間、ある
いは８週間後に生じる。番号付けされた実施形態１０７は、番号付けされた実施形態１－
１０６の方法を含み、繁殖段階は匍匐茎を含む。番号付けされた実施形態１０８は、番号
付けされた実施形態１－１０７の方法を含み、繁殖段階はシュートを含む。番号付けされ
た実施形態１０９は、番号付けされた実施形態１－１０８の方法を含み、繁殖段階は切り
枝を含む。番号付けされた実施形態１１０は、作物植物の果実成分の収量を改善するため
の方法を含み、上記方法は：（ａ）２８０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも１
つのＵＶ波長に富化にした光を、植物材料に照射する工程；および、（ｂ）未処理の畑に
ついて予想される数の果物よりも増加した数の果物を採取する工程を含む。番号付けされ
た実施形態１１１は、番号付けされた実施形態１－１１０の方法を含み、光は２８０ｎｍ
のＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態１１２は、番号付けされた実施形態１
－１１１の方法を含み、光は２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形
態１１３は、番号付けされた実施形態１－１１２の方法を含み、光は青い光を含む。番号
付けされた実施形態１１４は、番号付けされた実施形態１－１１３の方法を含み、光は赤
い光を含む。番号付けされた実施形態１１５は、番号付けされた実施形態１－１１４の方
法を含み、光は少なくとも１日にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けさ
れた実施形態１１６は、番号付けされた実施形態１－１１５の方法を含み、光は少なくと
も１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態１１７
は、番号付けされた実施形態１－１１６の方法を含み、光は約１４日間にわたって処理レ
ジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態１１８は、番号付けされた実施形態
１－１１７の方法を含み、光は一日あたり合計で約１０時間照射される。番号付けされた
実施形態１１９は、番号付けされた実施形態１－１１８の方法を含み、植物材料はバラ科
の植物に由来する。番号付けされた実施形態１２０は、番号付けされた実施形態１－１１
９の方法を含み、バラ科の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態１２１は、番
号付けされた実施形態１－１２０の方法を含み、植物材料は果実植物由来である。番号付
けされた実施形態１２２は、番号付けされた実施形態１－１２１の方法を含み、植物材料
はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形態１
２３は、番号付けされた実施形態１－１２２の方法を含み、増加した果物の数は少なくと
も５％増加する。番号付けされた実施形態１２４は、番号付けされた実施形態１－１２３
の方法を含み、未処理の畑について予想される果物の数は全国平均によって決定される。
番号付けされた実施形態１２５は、番号付けされた実施形態１－１２４の方法を含み、未
処理の畑について予想される果物の数は成長領域の過去の平均によって決定される。番号
付けされた実施形態１２６は、番号付けされた実施形態１－１２５の方法を含み、未処理
の畑は隣接する畑を含む。番号付けされた実施形態１２７は、番号付けされた実施形態１
－１２６の方法を含み、未処理の畑はほぼ同じサイズの畑を含む。番号付けされた実施形
態１２８は、作物植物の果実成分の収量を改善するための方法を含み、上記方法は：２８
０ｎｍから２９０ｎｍまでの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化にした光を、植物材
料に照射する工程であって、収量が少なくとも５％改善される、工程を含む。番号付けさ
れた実施形態１２９は、番号付けされた実施形態１－１２８の方法を含み、光は２８０ｎ
ｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態１３０は、番号付けされた実施形態
１－１２９の方法を含み、光は２９０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施
形態１３１は、番号付けされた実施形態１－１３０の方法を含み、光は青い光を含む。番
号付けされた実施形態１３２は、番号付けされた実施形態１－１３１の方法を含み、光は
赤い光を含む。番号付けされた実施形態１３３は、番号付けされた実施形態１－１３２の
方法を含み、光は少なくとも１日にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付け
された実施形態１３４は、番号付けされた実施形態１－１３３の方法を含み、光は少なく
とも１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態１３
５は、番号付けされた実施形態１－１３４の方法を含み、光は約１４日間にわたって処理
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レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態１３６は、番号付けされた実施形
態１－１３５の方法を含み、光は一日あたり合計で約１０時間照射される。番号付けされ
た実施形態１３７は、番号付けされた実施形態１－１３６の方法を含み、植物材料はバラ
科の植物に由来する。番号付けされた実施形態１３８は、番号付けされた実施形態１－１
３７の方法を含み、バラ科の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態１３９は、
番号付けされた実施形態１－１３８の方法を含み、植物材料は果実植物由来である。番号
付けされた実施形態１４０は、番号付けされた実施形態１－１３９の方法を含み、植物材
料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形態
１４１は、番号付けされた実施形態１－１４０の方法を含み、改善された収量は、果物生
重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面
積
、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、
果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度からなる群から選択さ
れる。番号付けされた実施形態１４２は、番号付けされた実施形態１－１４１の方法を含
み、改善された収量は果物生重量である。番号付けされた実施形態１４３は、番号付けさ
れた実施形態１－１４２の方法を含み、改善された収量は収穫された果物の数である。番
号付けされた実施形態１４４は、番号付けされた実施形態１－１４３の方法を含み、改善
された収量は開花する部分の増加である。番号付けされた実施形態１４５は、番号付けさ
れた実施形態１－１４４の方法を含み、改善された収量は改善されたブリックス含有量で
ある。番号付けされた実施形態１４６は、番号付けされた実施形態１－１４５の方法を含
み、改善された収量は非ＵＶ－Ｂ照射植物材料と比較される。番号付けされた実施形態１
４７は、ＵＶ－Ｂを照射されない畑と比較して、２８０ｎｍ－２９０ｎｍの範囲でＵＶ－
Ｂに富化した光の照射後に作物植物の果実成分の少なくとも１０％改善された収量を有す
る畑を含む。番号付けされた実施形態１４８は、ＵＶ－Ｂを照射されない畑と比較して、
２８０ｎｍ－２９０ｎｍの範囲でＵＶ－Ｂに富化した光の照射後に１エーカー当たり少な
くとも５００００パウンド以上の作物植物の果実成分を有する畑を含む。番号付けされた
実施形態１４９は、番号付けされた実施形態１－１４８の畑を含み、標準的な肥料レジメ
ン、標準的な農薬レジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および
標準的な水レジメンの少なくとも１つの９５％以下が投与される。番号付けされた実施形
態１５０は、番号付けされた実施形態１－１４９の畑を含み、標準的な肥料レジメン、標
準的な農薬レジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的
な水レジメンの少なくとも１つの８０％以下が投与される。番号付けされた実施形態１５
１は、番号付けされた実施形態１－１５０の畑を含み、標準的な肥料レジメン、標準的な
農薬レジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的な水レ
ジメンの少なくとも１つの７０％以下が投与される。番号付けされた実施形態１５２は、
番号付けされた実施形態１－１５１の畑を含み、標準的な肥料レジメン、標準的な農薬レ
ジメン、標準的な除草剤レジメン、標準的な殺虫剤レジメン、および標準的な水レジメン
の少なくとも１つの６０％以下が投与される。番号付けされた実施形態１５３は、番号付
けされた実施形態１－１５２の畑を含み、光は２８０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号
付けされた実施形態１５４は、番号付けされた実施形態１－１５３の畑を含み、光は２９
０ｎｍのＵＶ波長に富化される。番号付けされた実施形態１５５は、番号付けされた実施
形態１－１５４の畑を含み、光は青い光を含む。番号付けされた実施形態１５６は、番号
付けされた実施形態１－１５５の畑を含み、光は赤い光を含む。番号付けされた実施形態
１５７は、番号付けされた実施形態１－１５６の畑を含み、光は少なくとも１日にわたっ
て処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた実施形態１５８は、番号付けされた
実施形態１－１５７の畑を含み、光は少なくとも１４日間にわたって処理レジメンを用い
て照射される。番号付けされた実施形態１５９は、番号付けされた実施形態１－１５８の
畑を含み、光は約１４日間にわたって処理レジメンを用いて照射される。番号付けされた
実施形態１６０は、番号付けされた実施形態１－１５９の畑を含み、光は一日あたり合計
で約１０時間照射される。番号付けされた実施形態１６１は、番号付けされた実施形態１
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－１６０の畑を含み、作物植物はバラ科の植物に由来する。番号付けされた実施形態１６
２は、番号付けされた実施形態１－１６１の畑を含み、バラ科の植物はイチゴ属である。
番号付けされた実施形態１６３は、番号付けされた実施形態１－１６２の畑を含み、作物
植物はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形
態１６４は、番号付けされた実施形態１－１６３の畑を含み、改善された収量は、果物生
重量、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面
積、乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育
、果実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度からなる群から選択
される。番号付けされた実施形態１６５は、番号付けされた実施形態１－１６４の畑を含
み、改善された収量は果物生重量である。番号付けされた実施形態１６６は、番号付けさ
れた実施形態１－１６５の畑を含み、改善された収量は収穫された果物の数である。番号
付けされた実施形態１６７は、番号付けされた実施形態１－１６６の畑を含み、改善され
た収量は開花する部分の増加である。番号付けされた実施形態１６８は、番号付けされた
実施形態１－１６７の畑を含み、改善された収量は改善されたブリックス含有量である。
番号付けされた実施形態１６９は、作物植物の果実成分の収量を改善するための方法を含
み、上記方法は：処理レジメンに植物材料を晒す工程であって、処理レジメンが、２８０
ｎｍ－２９５ｎｍの範囲の少なくとも１つのＵＶ波長に富化された光、および、植物材料
からの処理距離、ならびに、約３０ｍｍ－約１２０ｍｍの範囲の光源、１秒あたり約４０
－６０ｍｍの範囲の移動光源の速度、約９０～約２８０秒の範囲の光源タイミングサイク
ル、１日当たり約３８０－約５００のサイクルの範囲での１日当たりのサイクル数、約１
５－約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２ｓ－１の範囲のＵＶ波長の放射照度、約４４０ｎｍ－約４
６０ｎｍの青い光の波長、約３０－約１５０ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の青い光の放射照度
、約６４０ｎｍ－約６８０ｎｍの範囲の赤い光の波長、約６０～約３００ｕｍｏｌ　ｍ－

２ｓ－１の範囲の赤い光の放射照度、および約５－約２０日の範囲の処理レジメンの日数
の少なくとも１つを含む、工程を含んでいる。番号付けされた実施形態１７０は、番号付
けされた実施形態１－１６９の方法を含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２８２ｎｍでピ
ークに達している。番号付けされた実施形態１７１は、番号付けされた実施形態１－１７
０の方法を含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２８５ｎｍでピークに達している。番号付
けされた実施形態１７２は、番号付けされた実施形態１－１７１の方法を含み、少なくと
も１つのＵＶ波長は２８７ｎｍでピークに達している。番号付けされた実施形態１７３は
、番号付けされた実施形態１－１７２の方法を含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２９１
ｎｍでピークに達している。番号付けされた実施形態１７４は、番号付けされた実施形態
１－１７３の方法を含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２９２ｎｍでピークに達している
。番号付けされた実施形態１７５は、番号付けされた実施形態１－１７４の方法を含み、
植物材料はトマト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実
施形態１７６は、番号付けされた実施形態１－１７５の方法を含み、植物材料は匍匐茎で
ある。番号付けされた実施形態１７７は、番号付けされた実施形態１－１７６の方法を含
み、植物材料は種子である。番号付けされた実施形態１７８は、番号付けされた実施形態
１－１７７の方法を含み、植物材料は苗である。番号付けされた実施形態１７９は、番号
付けされた実施形態１－１７８の方法を含み、植物材料は植物である。番号付けされた実
施形態１８０は、番号付けされた実施形態１－１７９の方法を含み、作物植物はバラ科の
植物に由来する。番号付けされた実施形態１８１は、番号付けされた実施形態１－１８０
の方法を含み、バラ科の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態１８２は、番号
付けされた実施形態１－１８１の方法を含み、作物植物はトマト、イチゴ、およびアサの
少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形態１８３は、番号付けされた実施形態
１－１８２の方法を含み、改善された収量は、果物生重量、収穫された果物の数、ブリッ
クス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、乾燥重量、窒素含有量、シュー
ト乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果実部分の収量、果実部分の重量
、耐久性、および、種子発芽速度からなる群から選択される。番号付けされた実施形態１
８４は、番号付けされた実施形態１－１８３の方法を含み、改善された収量は果物生重量
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である。番号付けされた実施形態１８５は、番号付けされた実施形態１－１８４の方法を
含み、改善された収量は収穫された果物の数である。番号付けされた実施形態１８６は、
番号付けされた実施形態１－１８５の方法を含み、改善された収量は開花する部分の増加
である。番号付けされた実施形態１８７は、番号付けされた実施形態１－１８６の方法を
含み、改善された収量は改善されたブリックス含有量である。番号付けされた実施形態１
８８は、番号付けされた実施形態１－１８７の方法を含み、改善された収量が少なくとも
５％改善される。番号付けされた実施形態１８９は、２８０ｎｍ－２９５ｎｍの範囲の少
なくとも１つのＵＶ波長に富化された光を含む処置レジメンを植物材料に施すように、お
よび、植物材料からの処理距離、ならびに、約３０ｍｍ－約１２０ｍｍの範囲の光源、１
秒あたり約４０－６０ｍｍの範囲の移動光源の速度、約９０～約２８０秒の範囲の光源タ
イミングサイクル、１日当たり約３８０－約５００のサイクルの範囲での１日当たりのサ
イクル数、約１５－約４０ｕｍｏｌ　ｃｍ－２ｓ－１の範囲のＵＶ波長の放射照度、約４
４０ｎｍ－約４６０ｎｍの青い光の波長、約３０－約１５０ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の青
い光の放射照度、約６４０ｎｍ－約６８０ｎｍの範囲の赤い光の波長、約６０～約３００
ｕｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の範囲の赤い光の放射照度、および約５－約２０日の範囲の処理
レジメンの日数の少なくとも１つを制御するように構成されたデバイスを含む。番号付け
された実施形態１９０は、番号付けされた実施形態１－１８９のデバイスを含み、少なく
とも１つのＵＶ波長は２８２ｎｍでピークに達している。番号付けされた実施形態１９１
は、番号付けされた実施形態１－１９０のデバイスを含み、少なくとも１つのＵＶ波長は
２８５ｎｍでピークに達している。番号付けされた実施形態１９２は、番号付けされた実
施形態１－１９１のデバイスを含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２８７ｎｍでピークに
達している。番号付けされた実施形態１９３は、番号付けされた実施形態１－１９２のデ
バイスを含み、少なくとも１つのＵＶ波長は２９１ｎｍでピークに達している。番号付け
された実施形態１９４は、番号付けされた実施形態１－１９３のデバイスを含み、少なく
とも１つのＵＶ波長は２９２ｎｍでピークに達している。番号付けされた実施形態１９５
は、番号付けされた実施形態１－１９４のデバイスを含み、植物材料はトマト、イチゴ、
およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形態１９６は、番号付けさ
れた実施形態１－１９５のデバイスを含み、植物材料は匍匐茎である。番号付けされた実
施形態１９７は、番号付けされた実施形態１－１９６のデバイスを含み、植物材料は種子
である。番号付けされた実施形態１９８は、番号付けされた実施形態１－１９７のデバイ
スを含み、植物材料は苗である。番号付けされた実施形態１９９は、番号付けされた実施
形態１－１９８のデバイスを含み、植物材料は植物である。番号付けされた実施形態２０
０は、番号付けされた実施形態１－１９９のデバイスを含み、作物植物はバラ科の植物に
由来する。番号付けされた実施形態２０１は、番号付けされた実施形態１－２００のデバ
イスを含み、バラ科の植物はイチゴ属である。番号付けされた実施形態２０２は、番号付
けされた実施形態１－２０１のデバイスを含み、作物植物はトマ
ト、イチゴ、およびアサの少なくとも１つに由来する。番号付けされた実施形態２０３は
、番号付けされた実施形態１－２０２のデバイスを含み、改善された収量は、果物生重量
、収穫された果物の数、ブリックス含有量、果物幅、果物長さ、葉サイズ、葉の表面積、
乾燥重量、窒素含有量、シュート乾燥重量、シュート生重量、根乾燥重量、野菜発育、果
実部分の収量、果実部分の重量、耐久性、および、種子発芽速度からなる群から選択され
る。番号付けされた実施形態２０４は、番号付けされた実施形態１－２０３のデバイスを
含み、改善された収量は果物生重量である。番号付けされた実施形態２０５は、番号付け
された実施形態１－２０４のデバイスを含み、改善された収量は収穫された果物の数であ
る。番号付けされた実施形態２０６は、番号付けされた実施形態１－２０５のデバイスを
含み、改善された収量は開花する部分の増加である。番号付けされた実施形態２０７は、
番号付けされた実施形態１－２０６のデバイスを含み、改善された収量は改善されたブリ
ックス含有量である。番号付けされた実施形態２０８は、番号付けされた実施形態１－２
０７のデバイスを含み、改善された収量が少なくとも５％改善される。
【実施例】
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【０１６６】
　実施例１－耐久性および／あるいは作物の収量を増加させるためのＵＶ光の使用の例
【０１６７】
　グリーンレタスの植物を、バーミキュライトにおいて発芽させ、子葉の出現後に、標準
的な鉢植え用の混合土（ｐｏｔｔｉｎｇ　ｍｉｘｔｕｒｅ）に移した。植物を、１４時間
／１０時間の明／暗の光周期で１０日間、４００μｍｏｌ　ｍ－２ｓ－１の可視光強度下
で維持した。その後、ＬＥＤ（発光ダイオード）アレイを使用して、２９０ｎｍでピーク
に達する狭帯域のＵＶ適用量に植物を晒した。同時に、ＬＥＤ（発光ダイオード）アレイ
を使用して、３５４ｎｍでピークに達する狭帯域のＵＶ適用量に、同じ個体数のレタス植
物の一部を暴露した。
【０１６８】
　背景可視光に晒されている時間と同じ時間で７日間、ＵＶ適用量に植物を晒した。７日
間のＵＶ処理の終わりに、平均耐久性指数（Ｈ）の３つの測定変量の評価のために、破壊
的に（ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖｅｌｙ）収穫された植物を選択しながら、これらの植物を、
隣接した屋外の畑の耕運機で耕した床土（ｒｏｔｉｖａｔｅｄ　ｓｏｉｌ　ｂｅｄ）に植
えた。
【０１６９】
　その後、植物を畑に残して、１１週間、畑の気象条件に持ちこたえさせた。６つの反り
返った（ｒｅｐｌｉｃａｔｅ）植物を、総シュート生重量（すなわち、茎と葉の組み合わ
せ）について、１１週間の畑での生育の最後に評価した。総シュート生重量は、多くの作
物植物の最終的な収穫高の大きさの重要な指標である。
【０１７０】
　その結果を以下の表１に示す。本開示に従って２９０ｎｍのＵＶ光で処理されたサンプ
ルが、（ＵＶ－Ｂスペクトル外の）３５４ｎｍのＵＶ光で処理されたサンプルと比較して
、畑において１１週で総シュート生重量の劇的な増加を示すことは明白である。
【０１７１】
　比較してみると、７日間のＵＶ処理期間の終わりに本開示に従って耐久性指数を使用し
て判定されるＨ値は、長期的な植物の耐久性と、作物の収量および／あるいは品質のため
の有用な予測および／あるいは選択方法を提供すると示されている。本実施例では、Ｈ値
は、３５４ｎｍで処理されたサンプルの２．９６のＨ値と比較して、本開示に従って２９
０ｎｍで処理されたサンプルでは３．０４である。２つのサンプル間の０．０８の差は、
耐久性のほぼ１０％の増加の予測に相当する。この予測は、温室からの移送後１１週目に
畑で見られる予備的な結果によく一致している。
【０１７２】
　レタスのみを予備的研究で試験したが、多くの他の作物および／あるいは他の植物が観
察された同じ有益な結果を示すことが予想される。さらに異なる種にわたって本開示を例
示するために、様々な野菜作物および薬草において進行中の試験が実行されている。
【０１７３】
【表１】
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【０１７４】
　実施例２－グリーンレタスの病気と畑で評価された生重量
【０１７５】
　上に記載されるように育てられたグリーンレタスの苗を、（本開示に従った）ＵＶ処理
の２４時間後に、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎａの菌類病を持っているレタス畑の植栽用地に植え
た。ムービングライトアレイ処理の方法を、ニュージーランド特許出願第６２１０３９号
に従って使用した。ＵＶ適用量レジメンは、［３０３ｎｍのピーク波長で］０．１６７９
８Ｗ　ｍ－２ｓ－１を使用して、２週齢の植物における７日間（１２時間オン／１２時間
オフ）の処理を含んだ。ＵＶ処理が終了した２４時間後に、未処理の苗と比較して、本開
示に従ったＵＶ処理をした苗の植物の「耐久性」を判定するために、評価を行った。表２
における結果は、葉面積（または耐久性指数の要素としての「ＳＬＡ」）が、ＵＶ処理の
直後に処理された苗で縮小したことを示し、これは、耐久性の増加が達成された指標であ
る。
【０１７６】

【表２】

【０１７７】
　病気発生率と生重量を、その後、処理の５週間後にすべての植物で評価した。その結果
を以下の表３と表３Ａで示す。
【０１７８】
　結果は、ＵＶ処理したレタス苗が、評定尺度によって評価される、生重量の増加と菌類
に対するより大きな耐性を示しており、病気感染の特定の重症度を示す植物の数について
も記載している。
【０１７９】
【表３】

【０１８０】
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【表４】

【０１８１】
　実施例３－赤いレタスの耐久性と作物収量の評価
【０１８２】
　上記のように育てられ、その後、ＵＶ処理後に畑に植えられたレッドレタスの苗に対し
て試験を行い、対照群と比較して、主張されるようなＵＶ処理の効果を判定した。ムービ
ングライトアレイ処理の方法を、ニュージーランド特許出願第６２１０３９号に従って使
用した。ＵＶ適用量レジメンは、［２８６ｎｍのピーク波長で］０．０６３７４Ｗ　ｍ－

２ｓ－１を使用して、２週齢の植物における７日間（１２時間オン／１２時間オフ）の処
理を含んだ。
【０１８３】
　その結果を以下の表４に示す。９日間の屋外の静置期間（ｓｔａｎｄｉｎｇ　ｐｅｒｉ
ｏｄ）後に、ＵＶ処理した植物では３．０８のＨ値が測定された。さらに、ＵＶ処理した
サンプルは、処理の９日後と植栽の５週間後の最終収穫時に、ＵＶなしの対照と比較して
、生重量と葉面積の明らかな改善を示した。
【０１８４】
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【表５】

【０１８５】
　実施例４－キュウリの耐久性と作物収量の評価
【０１８６】
　（上に記載されるような栽培条件を使用して）キュウリの苗に対して試験を行い、対照
群と比較して主張されるようなＵＶ処理の効果を判定した。ムービングライトアレイ処理
の方法を、ニュージーランド特許出願第６２１０３９号に従って使用した。ＵＶ適用量レ
ジメンは、［２８６ｎｍのピーク波長で］０．０６３７４Ｗ　ｍ－２ｓ－１を使用して、
２週齢の植物における７日間（１２時間オン／１２時間オフ）の処理を含んだ。結果を以
下の表５に示す。ＵＶ処理したサンプルは、（屋外での生育期中の）処理の７日後に、Ｕ
Ｖなしで処理したサンプルよりも低い生重量を示した。しかし、１２日目までに、ＵＶ処
理したサンプルは、ＵＶなしで処理したサンプルで観察された生重量値よりも高い生重量
値を示した。植物の葉面積も、未処理のサンプルと比較して、ＵＶ処理したサンプルにお
いて７日目から１２日目の間に、より増大した。本例は、処理後の数日間（または週）の
植物生産性に関するＵＶ処理方法の「飛躍的に進歩させる（ｓｐｒｉｎｇｂｏａｒｄ）」
効果を示す。
【０１８７】
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【表６】

【０１８８】
　キュウリの耐久性を評価するためにさらなる試験を行った。結果を以下の表６に示す。
結果は、本開示にかかるＵＶ処理が、キュウリの植物の耐久性の改善に結びついたことを
示す。
【０１８９】

【表７】

【０１９０】
　１回の処理当たり合計で４９の植物を評価した：％は、１２日目まで特定のストレスス
コアを有する植物の数である。
【０１９１】
　実施例５－トマトの耐久性と作物収量の評価
【０１９２】
　（上に記載されるように育てられた）トマト苗に対して試験を行い、対照植物と比較し
て主張されるようなＵＶ処理の効果を判定した。ムービングライトアレイ処理の方法を、
ニュージーランド特許出願第６２１０３９号に従って使用した。ＵＶ適用量レジメンは、
［２８６ｎｍのピーク波長で］０．０６３７４Ｗ　ｍ－２ｓ－１を使用して、３週齢の植
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物における７日間（１２時間オン／１２時間オフ）の処理を含んだ。
【０１９３】
　その結果を以下の表７に示す。７日目に測定されたときに、ＵＶ処理したサンプルは、
ＵＶなしで処理したサンプルと比較して、生重量、葉面積および乾燥重量の著しい増加を
示した。これは、ＵＶ処理の７日後の３．５５の全体的なＨ値に等しかった。これは、ト
マト苗のＵＶ処理の結果として、収穫時の収量が全体的な増加したことを支持している。
これを例証するために、６日間の屋外の静置期間後に植物バイオマスをさらに収穫した。
この収穫は、記載される植物生育の増加がＵＶ処理の完了後にも継続したことを示した。
【０１９４】
【表８】

【０１９５】
　実施例６－ナスの耐久性と作物収量の評価
【０１９６】
　（上に記載されるように育てられた）ナス苗に対して試験を行い、対照群と比較して主
張されるようなＵＶ処理の効果を測定した。ムービングライトアレイ処理の方法を、ニュ
ージーランド特許出願第６２１０３９号に従って使用した。ＵＶ適用量レジメンは、［２
８６ｎｍのピーク波長で］０．０６３７４Ｗ　ｍ－２ｓ－１を使用して、３週齢の植物に
おける７日間（１２時間オン／１２時間オフ）の処理を含んだ。
【０１９７】
　その結果を以下の表８に示す。（ＵＶ処理の直後の）７日目に測定されたときに、ＵＶ
処理したサンプルは、ＵＶなしでの処理サンプルと比較して、生重量、葉面積、および乾
燥重量で類似した値あるいはより低い値を示した。しかし、６日間の屋外の静置期間後の
６日目の最終収穫までに、生重量、葉面積、乾燥重量、および比葉重はすべて、ＵＶなし
での処理サンプルで見られる値を越えて増加した。したがって、耐久性指数（または植物
の生育に関連する変数のいずれか１つまたは任意の数）から有益な結果を観察することが
でき、これは、ＵＶ処理の７日後の収穫時に３．０１のＨ値を示している。データは、ナ
ス苗のＵＶ処理の結果として収穫時の収量が全体的に増加したことを支持している。
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【０１９８】
【表９】

【０１９９】
　実施例７－有益な効果についてのＵＶスペクトルの評価
【０２００】
　グリーンレタスにおける（耐久性の基準としての）植物生育の調節のための有用なＵＶ
波長領域を評価するために、実験を行った。（耐久性指数の要素としての）シュートの乾
燥重量を評価することよって、これを測定した。レタス植物を、上に記載されるように生
育し、６日間、一連のＬＥＤ（発光ダイオード）アレイを使用して、（表９にリストされ
る）選択された波長ピークで広範囲のＵＶ適用量（各波長につき３回の用量）に暴露した
。ＵＶに暴露されなかった対照植物を、ＵＶ処理した植物との比較に使用した。シュート
の総乾燥重量を、照射期間後に測定した。茎葉の乾燥重量の測定を、１波長帯当たりの適
用量応答を推定するために、未処理の対照と相対的に表した。この後に、用量応答を、上
記の適用量範囲応答に基づいて進展させた。その後、選択された異なる波長の相対的な適
用量に基づく応答を、３０３ｎｍでゼロに正規化し、耐久性のこの態様のためにスペクト
ル感度の記述を引き出すために補間した（または量子効果（Ｑｕａｎｔｕｍ　Ｅｆｆｅｃ
ｔｉｖｅｎｅｓｓ）；言いかえると、増加した値は、その与えられた波長のためのシュー
トの乾燥重量の増加を示す）。この補間の結果は表１０にあり、明瞭性の便宜上図１に図
示される。２９０ｎｍ未満の波長で耐久性のこの特性の改善の急激な低下があり、耐久性
のこの特性に対するスペクトル感度が、３０４ｎｍで＜１．０まで低下することが観察さ
れ得る。
【０２０１】



(51) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

【表１０】

【０２０２】
　表１０は、グリーンレタスの植物成長の調節のための補間された量子効果の表を示す。
この例の量子効果の値を補間するために線形補間を使用したが、量子効果の値の間を補間
するために使用可能な様々な方法があることが理解されるべきである。
【０２０３】



(52) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40

50

【表１１－１】

【０２０４】
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【表１１－２】

【０２０５】
　シュートの乾燥重量の測定を、７日間の照射処置の終わりに、および屋外環境での植物
の続く生涯の一時期の前に行った。２９０ｎｍ－３５４ｎｍの波長を使用し、予備結果を
図１に示す。この予備的研究において、使用されるＬＥＤが２９０ｎｍで最低のピーク照
射を有したために、２８０ｎｍ－２９０ｎｍの波長を試験しなかった。しかしながら、２
８０ｎｍへの上向きの傾向が見られ、それが合理的に予期され得ることが、図１の曲線か
ら分かる。
【０２０６】
　同様の研究（以下の表１１に示される結果）では、２８０ｎｍ－３１０ｎｍのＵＶ－Ｂ
波長の主張された範囲外の小さな変動であっても、幼苗期での耐久性指数の実質的減少（
３．７６から２．７９まで）および（未処理の対照植物の％として測定された）７０日目
の最終収穫時に植物の葉面積の改善の損失および／あるいは欠如につながり得ることが示
されている。さらに、上記の補間された例のように、幼苗期の植物の乾燥重量は、所望の
処理の波長領域内で実質的に改善された。
【０２０７】
【表１２】

【０２０８】
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　実施例８－イチゴ栽培品種へのＵＶ－Ｂ照射
【０２０９】
　イチゴ苗におけるＵＶ－Ｂ処理の効果を評価した。２つの生産システムにおいて、２８
０ｎｍあるいは２９０ｎｍのＵＶ－Ｂ波長をイチゴ苗に対して試験した。ＵＶ－Ｂ照射に
は、同時の赤色光および青色光の照射が伴った。イチゴ苗は挿し木方法を使用して繁殖さ
れ、匍匐茎として処理されたイチゴの子苗であった。２つの生産システム：水耕システム
および土壌システムを使用した。水栽システムは土壌がなく、液体の増殖培地を含んでい
た。土壌システムはポット中の匍匐茎から成長したイチゴ苗を含んでいた。
【０２１０】
　植物は、果物が採取され、様々なパラメーターについて評価される間、成長した。合計
１０時間のＵＶ／光の光周期を使用して、ＵＶ／光処置を１４日間行った。光周期は、標
準的な温室で実行される周期的な移動する光処理を含んだ。
【０２１１】
　水栽システムについては、１０の植物を実験１に使用し、１０の植物を実験２に使用し
た。表１２および表１３を参照。アルビオンイチゴ栽培品種を実験１に使用し、モントレ
ー（Ｍｏｎｔｅｒｅｙ）イチゴ栽培品種を実験２に使用した。試験期間の終わりに植物を
収穫した。表１２および表１３に列挙されるような測定値が得られた。試験期間は約１０
週間続いた。実験１および実験２の各々で収穫された果物の総数は、各実験で１３０より
多かった。実験１および実験２の各々で得られたサンプルの総数は、各実験で約３０であ
った。実験１および実験２のデータが表１２および表１３に示される。実験１および実験
２のための異なる波長の変化率の要約が表１４に示される。
【０２１２】
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【表１５－１】

【０２１５】
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【表１５－２】

【０２１６】
　これらの結果は、ＵＶ照射が植物成長および果実生産に良い影響を及ぼすことを示し、
これは、ＵＶ－Ｂ処理が植物収量と植物耐久性の両方を増大させるという本明細書の開示
に一致している。
【０２１７】
　土壌システムについては、カマローザ（Ｃａｍａｒｏｓａ）イチゴ栽培品種を使用した
。合計１５の植物を使用した。表１５に示されるように、試験期間の終わりに植物を収穫
し、測定した。試験期間は約１２週間続いた。サンプルを試験期間中に複数の時点で収穫
した。２８の時点があり、各時点でサンプリングされた果実の数は４０未満であった。上
記実験からのデータが表１５に示される。実験の変化率の要約が表１６および図２に示さ
れる。
【０２１８】

【表１６】

【０２１９】
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【０２２０】
　水栽システムのデータは、果物生重量（ＦＷ）が、対照と比較して、重量１６グラムよ
りも多い果物の割合、７（％果物ブリックス７最小値）を超えるブリックス平均を有する
果物の割合、果径が２５ｍｍより大きく、７のブリックスを有する果物の割合、果径が２
５ｍｍより大きく、７のブリックスを有する果物の割合、および１６グラムを超える生体
重が、２８０ｎｍおよび２９０ｎｍのＵＶ－Ｂ処置の後に増加したことを示した。土壌シ
ステムからのデータは、１つの植物当たりの収穫された果物の数において有意な増加（ｐ
＜．０５）があったことを示した。乾燥重量として測定される、約２６％の植物バイオマ
スにも有意な増加があった（図２）。
【０２２１】
　この例は、生産性の改善されたイチゴのパラメーターが、ＵＶ－Ｂ照射後の土壌内で成
長したイチゴの個体数および水耕により成長したイチゴの個体数において達成されること
を実証する。これらの結果は、ＵＶ照射が植物成長および果実生産に良い影響を及ぼすこ
とを示し、これは、ＵＶ－Ｂ処理が植物収量と植物耐久性の両方を増大させるという本明
細書の開示に一致している。
【０２２２】
　この例は、ＵＶによる種子の処理が、乾燥あるいは塩分のストレス等の、成長環境にお
いて遭遇する収量を制限するストレスに対する保護を提供すること、および、本開示の利
点が、ＵＶ－Ｂ波長帯内の異なる波長での処理を用いることで達成され得ることを支持す
る。
【０２２３】
　実施例９－処理レジメン
【０２２４】
　例示的な処理レシピが表１７－２７に示される。
【０２２５】
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【０２３６】
　本開示の態様は、ほんの一例として記載されており、添付の請求項の範囲から逸脱する
ことなく、変更および追加がなされる得ることを理解されたい。



(71) JP 2020-525002 A 2020.8.27

【図１】

【図２】



(72) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40

【国際調査報告】



(73) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40



(74) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40



(75) JP 2020-525002 A 2020.8.27

10

20

30

40



(76) JP 2020-525002 A 2020.8.27

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

